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レールモントブ『ワゴフスカーヤ公爵夫人Jl1j支

ーその子訟の分街

Hi かず子

1. 執筆・刊行・手稿

ロマン『リゴフスカーヤ公爵夫人』は， 1836年から 1837年 1月末までの間に書かれた

ものと推定されるO この期間は，それでなくても少ない書笥資料が皆無に等しい時期なの

で，執筆の経過を証拠だてることはむずかしし、。ドラマ『二人兄弟Jの執筆後からプーシ

キンの死を悼む，あの有名な詩によって逮捕されるまでの，上記の間に執筆されたと推定

できるだけである九執筆の場所はコーカサス追放以前のベテルブノレクであった2)。 辛う

じて執筆の仔紹に言及している資料としては， 1838年 6月 8日付の友人ラエーフスキーあ

てのレールモントフ自身の手紙があるo r君と撲とで、蛤めたロマンは長ヲ11，、てしまったっ
果たして終わるかどうか怪LI，、。なぜなら，そのロマンの基礎となっていた状況が変わっ

てしまったから。そして僕は l北、かい，この場合真理に背くことはできないんだfらこ

れは約10ヶ月のカフカース追放を終えて再び首都に帰ったレールモントフが，同じく北方

のベトロザヴォツクへ追放されてし、たラエーフスキーにあてたものである。つづくロマン

F現代の英雄』の執筆にすでに着手していた。ところで，タイトノレの「リゴフスカーヤ公

爵夫人j と称する女主人公は，同名の人物が『現代の英雄』中の 1篇「公爵令嬢メリ -J

のなかにも出てくることは周知のとおりであるが，ふたり品全く加入であり，むしろ同短

篇中のヴェーラの方に似通っている。

この作品は，以ーとにも示された事情によって未完に終わっており，刊行されないまま約

半世紀も経ってから，やっと 1882年， n.A.ヴィスコヴアートゥイによって雑誌『ロシア
報知~ vこ初めて掲載・刊行された。後に同じくヴィスコヴアートゥイによって編集された

「最初の完全著作集Jl (1889-1891)内こ再録された。その後出されている数種の著作集はす

べてそれに依拠しているのであるO 手稿はレニングラートの冨立公共図書館に現在も掠存

されているO

さて，ここでは深く立ち入らないが，このロマンの執筆上の協力関孫について，かねて

。CM.:豆.CJiall1.eB， K IICToprm: C03.ll.aHII兄 pOMa託aJIepMoHToBa "KH兄flIH兄 JIlIfoBcKa兄 y吃eHble
3anucICU KUpZU3CICOZO zoc. YH-ma， q，IIJIOJIOflI可eCKII品中aKyJIbTeT，1956， BblII. 2， c. 80-82.(以
下引用は著者名とベージ数のみ記す)0;b. M. 3益xeH6aYM，KOMMeHTaplI1I K rrpo3eλepMOHTOBa， 

nO/lHoe co6paHue co切 HeHUU，T. V， M.-JI.， Academia， 1937， C. 455. 
2) CM.: B. A. MaHyお10B，JJepMoHmoB B flemep6ypze，λ，瓦eHII3.ll.aT，1964， c. 169. (以下ヲl
用は著者名とページ数のみ記す)。

3) M. 10. JIepMoHTOB， Co6paHUe CO'tUHeHUU 8 'temblpeX mOMaX， 1I3丸 2-e，江.， HayKa， 1981， 

T. IV， C. 409. (以下引用誌瓦epM.と略記し巻数，ページ数のみ記す)。
4)ル¥.10. JIepMoHToB. CO'lUHeHufl. flep80e nO.llHOe U3δaHue IIO.ll. pe.ll..口.A. BlIcKoBaTofo， 
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出 かず子

から議論。種になっている，ひとつの問題があるO というのは，残されている手稿はすべ

て清書原稿であるが，そこには 3人の筆跡が認められるからであるO すなわち，全体のほ

ぼ 3分の 1は多くのヴアリアントを含むレールモ γ トフ自身の筆跡によるものであるが，

残り 3分の 2は，ところどころにわずかのスタイル上の変更を含む，上記のラエーフスキ

ーともう一人レーノレモントフの再従弟 A.n. シャン=ギレイの筆跡によるものなのであ
る530 そこで， さきに引用したラエーフスキーあての手紙のなかの「君と僕とで、始めたロ

マン」と Lヴ個所とこの筆跡とに基づいて，果たしてこのロマンはレールモントフ一人が

創存したものかどうかについてさまざまな推量がなされ得るO その上，このロマンのなか

には，のちに本文でさまざまな角度から考察することになるように，おそらくはレールモ

ントフには縁もゆかりもなかったと考えられる下層社会の住居のかなり克明な描写があ

るO このことも手伝って，これまでさまざまな推量が行われてきた。例えば，エイヘンバ

ウムにおいては次の二つの可能性が引き出されている。第 1は，保存されている手稿は書

かれたものの一部分で，追放後も書き続けていたのではないか，ということ，第2は，ラ

エーフスキーはこのロマンに清書として協力しただけで、なく，共作者でもあったのではな

いか，ということである。この推量の基礎には，ラエーフスキーが大蔵省民右財産局に勤

務しており，下級官吏の暮しにも通じていた，という事i育がある九 このエイへ γバウム

の推量に対して，特にこの問題に関心を抱いたスラシチェフは，第 1の点についてはその

可能性を全く否定することはできないとしながらも，第2の点についてはラエーフスキー

の協力はただ清書と情報提供にとどまり，創作そのものに誌加わっていないとする。その

理由は， rこのロマ γには一一ーかりに官吏クラシンスキーが描写されている部分をとって
みても一一語柔においても，言語スタイノレにおいても，描写の方法においても，われわれ

はロマンの他の部分に反するような，何かレーノレモントフ的でないものを感じとれなしづり

からである。事実テキストの問題の偲所からも，それがラエーフスキーの創作部分と推定

し得る積極的根拠はないようであるの。

さて，このような未完の作品をあえて本稿で取り上げた理由に関し， レーノレモントフ研

究，顕わくば， ひいては 19世紀ロシア文学研究においてそれのもつ意義について多少ま

えおきとして述べておきたし、。周知のように， レーノレモントフは詩人として， しかもロマ

ンティックな持情詩人として登場し最期に決関で倒れる年まで、擾れた持情詩・叙事詩を

遺しているとはいえ，他方劇詩から出発して 1836年には散文ドラマ f二人兄弟』を，また

叙事詩から出発して 1833-34年には散文ロマン『ヴァヂーム』の創告に手を染めているO

その最後にして最大の結実が『現代の英雄』であったことは言を侯たなし、。さらに， wヴァ

T. I-IV M.， 1889-1891. 

5) CM.: :3員xeH6aYM，KOMMeHTaplfH K npo3e JIepMoHToBa， c. 448. 
6) CM.: :3詮xeH6aYM，TaM混(e，c. 455. 
7) CJIarn.eB， C. 84.; Cf. John Mersereau， Jr.， Mikhail Lermontov， Southern Illinois Univ. 
Press， 1962， p. 52. 

8)なおレールモントフの文学的プランやスケッチの中には， 1830年に書かれた次のようなメそが見

出される。すなわち. I悲劇の筋。貴族の出身でない，ロシアの若い人が社会， 愛に拒まれ， 上司
にしいたげられている o (筏は僧{呂出身かあるいは町人出身であれ大学で学び官費で旅行した。)

一一一伎は〈ピストルコ自殺するJo(JIepM.， IV， 341.) 
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レーノレモシトプ『リゴフスカーヤ公爵宍人.J]?i!z 

ヂ、ーム』が超人的な主人公のロマンティヅクな小説であるのに対して， [J現代の芙雄Jが同

時代の主人公の詰アスペクトを多面的に措こうとした小説で、あることも明らかである O そ

してこの作品を塙矢としてその後のロシア文学が大ロマンの時期を迎えたことは誰でも知

っている O レールモ γ トフにおける Fヴァヂーム』から『現代の英雄』までの過渡期は，

彼自身，あの Fデーモン』を散文形式に改めねばならぬのではないかと疑い，半ばその必

要を感じたほどの創作上の危機であった。この文学上の危機とその克服の辛苦の分析なし

にはその後のロシア・ロマンの創作上の真槌を真に理解することはできないであろう。こ

の文学的危機を作品の形で表わしている好個の材料が，すなわち『リゴフスカーヤ公爵夫

人iにほかならなL、。なお，このような文学研究 kのプランを別にしても，本ロマンは読

んで大変面白い作品である O

11. 社交界小説のジャンiレ

ロマン Fリゴブスカーヤ公爵夫人Jは， 19世紀初年代のロシア文学で行われていた上

流社交界小説一一一つづめて社交界もの一ーのジャンノレの内部あるいはその周辺にあって，

極めて特異な意義と役割をもった作品で、ある O というのは， と流社交界小説として，とも

かくも同時代の社会の風俗・生議を描くことは，当時，一方起こりつつあった散文形式と

の関係で、現実の人間と社会のリアノレな姿の描写に広い展望を拓くと共に，他方テーマを上

流社交界のロマンティックな恋愛に内容を誤ることによって，人間・社会の描写をただ貴

族社会内部の人間関係や恋愛のプロットに押し止めがちだったからである O そのなかで社

交界ものの一作を加えることは，すなわち，文学の形式の上では描写に幅広い可能性を拓

かれながら，内容の点では狭く制摂されがちな傾向にあった。その上一般に社交界ものの

散文作品をし、かに評領するかは，同時{えの文学批評界においてすでに主要な論争の種にな

っていた。このような状況のうちにあって，作品『リゴフスカーヤ公爵夫人』は，ベルキ

ナもいうように， r現代社会の生活と習慣を措く散文存品を創造しようとするレーノレモン
トフの初めての試みとして興味深いだけでなく，同時代の文学と作家との結び付きや離反

が鋭く見られる作品としても興味深しゴりのである O

レーノレモントプと同時代の文学批評家ベリンスキーは， rもし時代にはその時代のイデ
アがあるのならば，また時代の形式というものもあるJという観点から， ローマのサティ

ポーヴユスチ

ラ詩人 fューヴヱナリウスもわれわれと同時代に生まれていたならば中篇小説を書いたで

あろうJ10)と言っている。このように， :~O 年代はまさに散文の時代であった。たしかに

20年代にもナレージヌハプルタリン，ザゴスキン等によって散文の歴史小説ないし風搭

小説がいくつか試みられてはいたが，初め詩人として登場したパナーエフ，マノレリンスキ

ー，パヴロフ， ソログープ，ヴヱリトマン等までが散文に転向を余儀なくされたという事

情によって30年代は際立って画期的である O この年代にプーシキン，バラトクインスキー，

ザゴスキンの詩が輝やきを失ったわけで、はないが，プーシキンの散文小説 Fλベードの女

9) M. A. 5eλKHHa， (:CBeTcKa兄 IIOBeCTb) 30-x rO.LJ.OB H (:五日完rHH兎 JIHroBcKa兄) JIepMoHToBa， 

}f{U3Hb U mBOplf.eCmBO M. 幻• Jfep.MOHmOBa， c6. 1. HCCJIeぇOBaHlI完1IMaT匂 HaJIbI.M.， 1941， 
c. 517. (以下引用は，著者名とページ数のみ記す〉。

10) B. r. 5eJIHHCK成 ，flOJlHOe co6paHue co引 UleHuil，T. J， M.， AH CCCP， 1953， c. 276 (以下，
引用は著者名，巻数，ページ数のみ記す入
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出 かず子

王~，マ/レリンスキーの『試練~，そしてとりわけゴーゴリの中篇小説のあることを見れば，

30年代が散文によって特徴づけられることは更めて多言を要しないであろう 11)。このよう

な詩から散文への転換は，外昌文学，なかでもフランス文学，及びそれらの翻訳の謡雑誌

への掲載によっても強く促がされたので、あった。例えば，ベンジャマン・コンスタン，ス

タンダーノレ，パルザック，ユゴー， ジューノレ・ジャナ γ，ユジェーヌ・シュー， ジョノレジ

ュ・サンド， ミュヅセ等がそれであるO これらの，場合によっては大都市の下層社会のミ

ゼラプノレな生活をありのままに描写した散文小説は，批評界の一部からの激しい非難にさ

らされ，さらに 1832年 G月 25日付の文部大臣ウヴァーロフの通達に見られるように， I激

烈な最新のフランス文学」として手厳しい検問の対象となった。しかし， 上流社会であ

れ，およそ社会生活のリアルな風俗描写を中心とする散文小説が将来を約束されたもので

あることについては，かたやベザンスキー，かたやシェヴィザョフなど，いずれの側の批

評家からも異存のないところであった12)。のちに述べるように， [Jリゴフスカーヤ公爵夫

人』は，形式においてこの散文によるリアルな措写を受け継ぐものである。

ところで幼年代に青春時代を送った作家のトゥルゲーネフは，後年その『文学的回想J

のなかで， Iプーシキ γもまだ存命中だった。………だが実は，当時の読者の注意はプーシ

キンの上に法集中されていなかったのである。マルリンスキーがまだ依然として最も人気

のある作家として名が高かったJ13)と書いている。 これ誌 30年代人であるベリンスキー

の， rマルリンスキーは，わが国最初の中篇小説作家であり，ロシア中篇小説の創始者，あ
るいはむしろ主唱者であったJ14 とし、う証言とも一致する。 ここで， マノレリンスキーが人

気のある散文小説の創始者， リーダーとされているものの，必ずしも同時代の社会生活の

ワアルな描写の大家として規定されているわけではないことに，注意すべきである。とい

うのは，のちにチェノレヌィシェフスキーもその『ロシア文学のゴーゴリ時代捜観』のなか

で言っているように，マノレリンスキーのロマンティシズムは，当時のロシアにおいて大き

な右効性をもつものであった15)にもかかわらず，デカプリストの反乱直後のシベリア追放

のために，その間ロシアの社会生活の現実の変fとから遠去かり，その結果，社交界テーマ

の内容に狭さが生まれ，狭い上流社交界のなかでのことばの遣りとりやレトリック，主人

公たちの私的体験への異常な関心に強く捕えられているからであるO そしてこのような上

流社交界をテーマとするロマンティックな小説の作法は H.ムイシツキ公爵， 口.カメン

11) 20年代のサロン向けの「文集jから， 30年代のより広い読者層と結びついた[雑誌」の形態への
変化という文学のあり方の変化に伴って散支形成が盛んになった事情については，ベルキナの具体

的な指摘がある。 CM.:5eJIKHHa， C. 51R. 
12) CM.: 5eJIKHHa C金 519.

13) 11. C. TypreHeB， nO/lHOe Co6paHue COむlHeHUU U nUCe.M 8 28 mO.Max， CO吃UHeHUJl， T. 
XIV. M.-JI.， HayKa， 1967， c. 15-16. 

14) 5eJIHHCKH長， T. 1， c. 272. 
15)チエルヌイシェフスキーは次のように述べている。すなわち， rマルリンスキーもポレヴォーイも
その擁護者であったところの，フランス・ロマンティシズムをドイツのそれと豆加することが必要
である 0 ・・ H ・H・...イまら〔ロマン主義者たち〉は，わが国ではその時代には極めて宥益であり彼らは

議迷さ，かびの生えたような不動さに対して反対していたJoH. r.可epHbI田eBCK目先 nO/lHOe
co6paHue co切手HeHua8 nJlmHaδu，amu mO.MaX， T. III， M.， 1947， c. 25-27. なお， 30年代に
おけるマルリンスキーの高い位置についての評植に関しては fモスクワ電信J]， Ir読書文庫』その地
の誌七の批評も 4 致していることをベルキナ誌教えている。 CM.:5eJIKHHa， c. 520. 
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レーノレモシトフ「リゴフスカ F ヤ公爵夫人i致

スキー，ファ γ=ディム，ヴラジーミノレ・ボイト等の摸敏者を産み出して，社交界ものの

ジャンノレを呂立って出現させたので、あった16)0 Wリゴフスカーヤ公爵夫人』は， 内容上こ

のジャンノレに属する作品であることは明らかであるが，後に述べるように， リアリスティ

ックな散文の形式によって，ある変貌を遂げるo その変貌のありょうこそがまさに本稿の

中dむテーマでもあるO

111. 素材のクロノロジー

未完のロマン『ヲゴフスカーヤ公爵夫人』は全体が 9章に分かれ，そのなかでネグロヴ

ァ壌とその両親を主題にした第 3章と，ベチョーリン家の説餐会を扱った第6章が詑較的

長く，ベチョーリ γとヴェーラとの出会いと別れに当てられた第 5章が比較的短いことを

別にすれば，各章はほぼ同じ長さになっている O ところで，こうした創作上の章別構成に

ついては後に述べることとして，ここでは先ずこのロマンの記かに出てくる人物・事件な

どの文学的素材について簡単に説明し，作品としてのいわば編章体とは別にそれら素材を，

編年体で整理・解説しておきたし、。先ず登場人物の一人一人について整理・略述するなら

ば，一一

第一の主人公ベチョーリンについていえば，彼の名は詳しくはグリゴーリイ・アレクサ

ンドロヴィチ・ベチョーリン，愛称はフランス風にジョノレジュであって，モスクワ大学中

退後， H軽騎兵連誌に入隊し，ポーランド戦役にも参加した近寄士官で、ある。もともとベ

チョーザン家はサラトフ，ヴォロネジ，カノレーガの諸県に 3，000人の農奴をもっていた家

柄で，すでに父アレクサンドノレは死去し，母タチアナ・ベトローヴナと， もう一人ベチョ

ーリンより 7歳年下の妹ヴァノレヴァーラがし、る O ちなみに，作者のレーノレモントフ自身も

1832年にモスクワ大学を中退後ベテノレブノレクの陸軍土官学校に入ったことが思い出される O

次に女主人公ヴェーラは，詳しくはずェーラ・ドミートレヴナ・ P-Ba(1日姓〉であり，

P家はベチョーリンの母方の遠い親或でるった。それ故モスクワ郊外に共通の佑母なども

いる。首都ベテノレブ、ノレクに移住するまえ 1832年頃，かなり年上の公爵ステパン・ステバー

ヌィチ・リゴブスコーイと結婚した。この夫は，裁や上可のし市、なりのままに人格形成さ

れた人物で，ベチョーリンの患には「貴族らしからぬj モスクワ出身の一貴族であった。

ちなみに， レーノレモントフは，その実人生において，怠る劇作家の娘ナタリア・イヴァー

ノヴァとの嵐のような恋愛ののち，近しい親戚のヴア/レヴァーラ・アレクサンドロヴナ・

ロプヒナーに強く心をひかれたが， 彼女は 17歳年上の地主ニコライ・フヨードロヴィチ

.バフメーチェフと結婚してしまったのだった。

登場するもう一人の女性エリザヴェータ・ニコラーヴナ・ネグロヴァはニコライ・ベト

ローヴィチとカテリーナ・イヴア{ノヴナとの関の娘であり，ベチョーザンより 2歳年上

の，もはや婚期を失いかけている女性であった。彼女は，作家の実人生において同様に 2歳

16)その代表的な作品は，マルリシスキーの本文中高J記の F試練jのはか， Irプリゲート艦く希望>J]，パ
ナーエフの F上流婦人の寝室J]， u彼女は幸せになるだろうJ]， B.オドエフスキーの E公爵令嬢ミ
ミJ]， If公爵令嬢ジジJ]，ロストプチナーの f身分と金J]， U決窮J]，ソログープの『大社交界3等であ
り，それらに追臨したラフマンヌィの FコケットJ]， u女流作家J]， ヴィクトノレ・ストロイツキーの
円白爵夫人=詩人』等であり， それらが現れた当時の批評界の論争については， EeJIKHHa， c. 521 
-523参類。また社交界ものの教訓主義については c.523.参索。
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出 かず子

年上であったエカテヲーナ・アレクサンドロヴナ・スシコーヴァに似ている。このエカテ

リーナはその賢こさと美しさとアイロニックな性搭によって若年のレーノレモントフを恋の

虜にしたが，やがて彼から中傷の匿名の手紙を受け取り深く傷つけられることになる 1九

最後に，スタニスラフ・クラシ γスキーは，もとはポーランド貴族の家柄であったが，

父親の代に訴訟に破れて領地の大部分を没収され，残りも戦争で略奪され，いまでは国有

財産局に勤め，年老いた母を養っている九等官の身の上である。ちなみに， レールモント

フには，このクラシンスキーと同じく大蔵省国右財産局に勤めていた友人ラエーフスキー

のいたことについては前に述べたが，彼がクラシ γスキーのモデ、ノレであったわけで、はない。

ロマンのなかの主要な登場人物はほぼ以上の通りである。次にロマンのなかの出来事を

編年体の形式でまとめれば以下の通りである。数字には多少の幅を持たせてあるO

さて. 1829年. 19設のモスクワ大学の学生ベチョーワンは，母親タチアナの濯した子供

のための夜会で初めてヴェーラに出会った。最初はさして興味をひかれなかったが，翌30

年の春郊外のシーモノフ修道援へのどグニッグの折に馬車で隣合わせになったときから彼

女の生き生きとした表情と会話に強くひかれるようになった。その後もベチョーリンはヴ

ェーラの家をしばしば訪れるようになったが，同年の夏に両家の家族は，郊外のセレドニ

コヴォにある金持の佑母の別荘に二週間ほど招かれた。その機会に二人の仲は一層深まり，

いよいよ帰る前の晩，遂に接吻するまでに至った。しかしこれはベチョーリンが親に嘘

をついてまでも試験をさぼることによって得られたひと時の歓喜でしかなかった。落第を

余儀なくされたベチョーリンは，親族会議によって危く土官学校に入れられそうになった

が，時あたかも 11月ポーランド戦役が始まり，彼は学校よりも野戦への参加を熱望して，

ヴェーラとの別離は覚'告の上で日軽騎兵連隊に入隊した。そして事実，ポーランド地主か

らの剣銃没収作戦等に参加したのち， 1831年 9月のワルシャワ占領後近衛軍に配属替え

となり，ベテノレブ、ノレクへ移った。母親と妹のヴアノレヴァーラもモスクワからベテノレブ、ノレク

へ移住した。 1年前ヴェーラはあれ程強く貞潔の愛を誓ったはずで、あったのに， 妹から伝

え開いたずェーラの挨拶は型通りのものに過ぎなかった。口惜しさのあまりベチョーヲン

は，首都の社交界で、名士となるため， その手段としてネグロヴァに言い寄った。その噂

法，恐らくヴェーラの耳にも入ったo 1年半後， 1833年春，ベチョーリンはずェーラがそ

17) CM.:日.A. BsCKOBaThI札[10 rrOBOぇY{KH兄rmmJIHTOBCKO益}， BrrepBble s3，1J.aHHOrO rrpOs3Be-
，1J.eHs兄 JIepMoHTOBa，PycCKuii 8ecmHUK， 1882， T. 158，地 3，c. 333-349. この古い論支におい
てヴイスコヴアートゥイは，本ロマンにおける自伝的エレメントに重点をおいているが，この点は

その後もしばしば指摘されるところとなっている。なお，前崎忠彦著 E評伝レーノレモントフム(七
月堂， 1981) pp. 111-119参照。自伝的エレメントとの関係について，スラシチヱフは次のように
述べている。「レーノレモントフの作品薪究にとって，また19世紀前半の全ロシア・リアリズム文学
作品の研究にとってこのロマンのもつ意義にもかかわらず，このロマンはわが国の批評において現
在まで極めて不充分にしか解明されていなL、0 ・・・…〈それは〕次のことによって説明される O すなわ

ち， レーノレモントフの散文の研究者の多くは，このロマンを，それに含まれている自伝的材新の側
面から主として研究するか，或L、はこのロマンを，ロマン F現代の英雄Jの最初のヴアリアント
…としてのみ考察する額きがあったことであるJoCJIalll.eB， C. 79.詞様の指構は， ミハイログア
にも見られる。すなわち， Iこのロマンを，絞の自伝的意義の菌から主として考察する傾向はまだ
生きている。以前の，ある研究者たちは，wリゴフスカーャ公爵夫人』は岳伝的ドキュメントであっ
て芸指作品ではないという理由で，このロマンをレーノレモントフの散文の特徴づけからはずしたJo
E 抗珂xa詰JIOBa，flpo3a Jlep.MOHm08a， M.， 1957 c. 129. (以下引用はページ数のみを甘す入
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レーノレモシトプ rジゴプスカーヤ公爵夫人』設

スクワで結婚したことを抵のたよりで知ったが，同年冬，彼女がベテ/レプルクにやって来

た時には，事実リゴフスカーヤ公爵夫人としてで島った。

その 1833年 12月21日退苛時の午後4持， ヴォズネセンスキ一通りで偶々ぼんやり歩

いていた官吏クラシンスキーを馬援で、はねたのち帰宅したペチョーザンは，ヨ中留守の間

に表敬のため量いてゆかれた公爵夫妻の訪問カードを受け取った。そこで彼は，交援もか

なり深まっていたネグログァにあてて，結島は彼女の方から離れてゆくようになることを

湿った匿名の手紙を書いて出したのち，アレクサンドリンスキー劇場にオペラ「フェニェ

ーラj を観にいった。ところが，その幕間に劇場づきレストラン「フェニックス」で友人

の士官たちと談笑しているテーブルの近くに，あろうことか，官吏クラシンスキーが居合

わせて，いざこざが起こち，ベチョーリンとクラシンスキーとの遣りとりが続く O オペラ

がはねたとき，ホールの人ごみのなかでベチョーザンはヴェーラの後ろ姿を認めるが， 11再

々ネグロヴァに呼びとめられて紛れてしまう。劇場から再親と一緒に帰宅したネグロヴァ

の方は，ベチョーリンの匿名の手紙を初めて読む。抱方ベチョーリンは，翌22B午前モノレ

スカーヤのリゴフスコーイ公爵邸を訪問するO 通された客間で、3年振りにヴェーラと再会

し夫の公爵に初めて会う。相客として一男爵が同席していた。次いで 12月25B，ベチ

ョーりンの母タチアナの招待で知人・親戚が挽餐に招かれ，そのなかに立公爵夫妻もいた。

食卓の席はベチョーリンとヴェーラが斜め向かいになり，ベチョーリンの左には十字勲章

の赤毛の紳士，右は深紅色婦人qJ[lの 30歳{立の嬬人， ヴェーラの右， つまりベチョーリン

の真向かいには外交官，左は人形のような老女で，会話，というよりも，ことばの応酬が

なされる。モスクワヵ、ベテノレブルクかの甲乙論から始まって，部屋の壁に掛かっていたス

ペイン風のタブローをめぐって話はまさに住境に入るO わけもなく興奮したずェーラはヴ

アノレヴァーラの部屋に一人引きこもり， 抱方友人の士官ブラニツキイ， 文官ゴノレシェン

コ， りゴブスコーイ公爵等，殿方はベチョーリンの書斎に移る。そこで公爵は年来抱えて

きた訴訟の件を文官に相談するO が結昂，公爵によれば担当官が「クラシンスキー」であ

るというところから，ベチョーリンが斡旋方を進んで引き受けることになった。翌26日ベ

チョーヲンは，クラシンスキーを役所に訪ねるが不在のためオブーホフ橋 49号の貧民需

にある伎の自宅を探し当てることになる。やっと探し当てたがクラシ γスキーはまだ帰っ

ておらず，帰宅を一人で待ち信びる老母に会って伝言を頼む。だが，幸か不幸か，帰りし

なにクラシンスキー自身にも会い，公爵の用務は果たすことができたっ屈辱のため一瞬民

蕗はしたが，結局クラシンスキーは公爵家訪問を敢然と決意し，理髪屋にも行って用意万

端整える。翌27日，クラシンスキーはいよいよ公爵邸を訪問した。仲介者として同席し

ていたベチョーリソの隈の前でクラシンスキーは，ヴェーラと彼女のいとこの婦人の称賛

を勝ち得るほどまでに立派に社交をやってのけ，あろうことか，ベチョーヲンの嫉妬心を

かきたてることになるO その翌々日， 12月29日に， ミリオンナヤ街の P男爵夫人部で舞

踏会が催され，外国の公使および随員，外交官，英国紳士およびその夫人，その他軍人，

文官が数多く招かれ， リゴフスカーヤ夫人の首都社交界デビューの場でもある。ベチョー

リン，ネグロヴァも招かれた。男爵夫人邸の玄関車寄せの群集のなかで，クラシンスキー

は返礼を期待しつつ公爵夫妻に挨拶をおくるが完全に無視され， やる方ない漬湿のうち

に，何をなすべきかを決意するO 一方，塁手内の舞踏会場でヴェーラは，ベチョーリンの心

門
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出 かず子

を傷つけるほどまでに堂々と振舞う O しかし，彼女のやや「ブルジョア風Jの衣裳と飾り

つけは，貴族趣味の一向の関2こ或る疑惑を残すO そのような余韻を残しながら， ロマンは

未完で終っている。

以上がこのロマ γの登場人物の概略ならびに諸事件の編年体のまとめである。見られる

ように，そこには，ポーランド戦役など当時の歴史的状況を背景にしていかにも現実的な

分かりやすい出来事が展開されている 18)。どこか現実離れしている，という意味でロマン

的な，あるいは小説よりもさらに奇なるという意味で、特異な人物や出来事は何一つなし、。

強いていえば，ベチョーリンがし、ざこざに巻きこまれそうになったその相手のクラシンス

キーその人を，幸か不幸かベチョーリ γが公爵に斡旋の労をとらねばならない羽呂に陥っ

た，その運命のいたずら位であろう。しかし概してこのような平板な分かりやすさは，実

は，故意、に登場人物の生まれ・育ちを社会通念に従って表面的にまとめ，出来事をいわば

三面記事的に平たくまとめたことによっている。それ故，上述の梗概によって，このロマ

ンの素材がすべて同時代の現実社会から採られていることは明らかになったとしても，そ

れは素材に関する浪りのことであって，このロマンの文学的構成の意味が説明されたわけ

ではなし、。翻ってここで，文学作品としてのこのロマンがなぜ未完に終ったのか，なぜ、未

完に終らざるを得なかったのか，このことの意味を考えてみる必要があるO 面白いことに，

今堂紀の初めになってからー現代作家によって，この未完部分の完結篇として，クラシン

スキーのような或る小官吏が，ヴェーラのような或る貴婦人への愛に身を焦しやがて身

を滅ぼすに至るという筋の展開が追われたことがある 19)。未完部分をこのように展開する

ことの是非は，このロマンの書かれた部分の文学的なライトモチーフが何にあったかによ

るであろう。これは素材だけからはでてこなし、。そこでこのロマンの主要なモチーフを明

らかにする目的で，次に，上述の素材の文学的構成がし、かに行われたかに，践を向けなけ

ればならない。

IV. 作品の編章構成

このロマンにおける芸術的な章別の構成，人物の性格づけ，形象化，諸事件の展開のさ

せ方は，さきに述べた登場人物の各々の履歴書の類の記載や諸事件の編年体の記事とは全

く次元を異にする。その桓違を表わす最もよい例は，前述のいわば編年史では当然、のとと

ながら最初のものであった 1829年から 30年にかけてのモスクワにお吟るベチョーザンと

ヴェーラとの最初の出会い，印象的なシーモノフ修道院へのピクニック，それに続く思い

揺けない突然の剥離を含む場冨は，作品のなかでは第1章ではなしに第5章として組み込

まれているO また，下級官吏クラシンスキーの関係では，ベチョーザンが罵最で榛きそこ

なった被害者，更に劇場の踊り場で決嵐にまで話が及んだ相手は，ベチョーリンにとって

も読者にとっても，ただ服装によってのみ小官吏と想録がつくだけの，名もない人物であ

ったのであり，それが「クラシ γスキーJその人でるることをベチョ-!J:/が知るのは，

18)本稿 p.25""'-'29参照。

19) クブリーンの短第『ざくろ石の麗験~ (1911)参照。マヌイロフは，クラシンスキーのテーマは『ざ
くろ石の腕輪Jをいくらか先んじたものと見ている o CM.: MaHy詰JlOB，c. 185. なお，本稿注 8)
参照。
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レールモシトブ『リゴブスカーヘァ公爵夫人J互交

やっと第7章〈ベチョーリンのクラシンスキー宅訪問)になってからのことである。レー

ノレモントフの最後のロマン F現代の英雄』の編章構成について，執筆のクロノロジカルな

JI原淳と芸術的な顕序との護雑な関係が問題になっていることはよく知られているが20) 今

ここでは素材のクロノロジカノレなJI鼠序を踏まえた上で，作品における編章の仕方のもつ芸

指的な意味を問題にしようとしているのである。

先ず，モスクワ時代のいわば回想部分がし、かなる意味で第5章に組み込まれたかに関し

ていえば，それはこのロマンの主要なテーマの一つであるベチョーヲンにとってのヴェー

ラの形象の心的深部に立ち入らんがためで、ある。というのは，ヴェーラの姿は先ずアレク

サ γ ドリンスキー劇場(第 2章)の中でベチョーリンの席からはただ真紅のベレー悼とロ

ノレネットの円い白い柄しか見えない二階正面ボックス席に，見えない姿として表わされ.

オペラが拭ねたあとの人込みの中でも.ただ従僕の呼ひ、声によって初めてその後ろ姿が，

立ち去られれば「苦しい思いに胸がさいなまれるj女性ヴェーラとしてしか記されていな

L 、。さらに公爵夫妻のベテルブ、ノレク来住に伴ってベチョーリンがその公爵新邸を訪ねるく

だり(第4章)においてさえも，ヴェーラについては， r数年間にわたって設の変らぬ夢
であり……自分の未来をその人のために捧げる用意のあった女詮J21)で、あったと記されて
いるに過ぎなし、。そしてこの魅惑的な女性の謎を解くためでで、もあるかのように，ベチョ

ーリンの回想場面のような形で，数年前のモスクワにおけるヴェーラとの出会いと別れが

第5章に導入されてくるのでるる O 謎とは，すなわち， f奇妙だ，一一ベチョーリンは議に
坐って考えた。一一一私は彼女の顔の中に，自分の手帖を見るのと同じように間違いなく設

女の思考のすべての動きを読んだ時があった。しかし今や私には彼女が分からなくなっ

た。皆自分からなLづ 22)ということであるO

グラシンスキーに関していえば，これまたこのロマンのもう一つの主要なテーマでもあ

った下級官吏の形象を際立たぜるために，第 1章の冒頭から最初に登場する人物でありな

がら，その名も知らされずに第6章までサスペンスの状態に量かれるっすなわち，第 1章

で伎をはねたベチョーリンはその後帰宅して自分の邸の玄関口に立ったとき， もはやその

名前どころか「官吏を繰いたことさえ忘れておりJZ3三ついでアレクサンドリンスキー劇場

の幕開のレストラン「フェニックス」の場においても，友人の土官たちとただ撲き逃げの

手柄話として「物笑L、」の謹にしただけで、あり，さらに踊り場での執搬な口論(第2章)

も侮辱をうけた小官吏の一方的な哀訴に終わり，ベチョーリンは名も知らぬー官更を「あ

われみをもって背後から眺め」 ωただけで、あった。そしてベチョーリンがクラシンスキー

の家を訪ねることになったきっかけも，ずェーラの夫リゴフスコーイ公爵の f2万デシャ

チーナの森に関する訴訟J25)問題の担当官の名が「クラシンスキーJであることをたまた
ま耳にしたからであって，その抱に何の格別な理由もなかった。このような神のかくれた

20) 1U] ~丸 「ベチョーリンの夜遅の院;uU，[Jロシア・西歌・日本Jl (朝E出版社， 1976)， pp. 290-291; 
金子幸彦著『ロシア小説論三く岩波書庖， 1975)， p. 9-11.参照η

21)λepM.， IV， 133. 

22) JIepM.， IV， 138. 

23) JIepM.， IV， 112. 

24)瓦epM.，IV， 123. 

25) JIepM叶 IV，152. 
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手ζ よる偶然の結び、っきによって初めて第7章でクラジンスキーについての措写が導き入

れられる。しかし第6章まで長く持続されてきたサスペンスのために，かえって二人(ベ

チョーリンとクラシンスキー) の出会いがし、かにも鮮明な印象を与えている。「彼らは互

いに見合った。彼らの隈は合い，それぞれが一歩退いた。二人の顔に敷対的な惑情が表わ

れ，驚きが後らの容を凍らせたJ2号、このようにクラシンスキーの措写を第7章まで引き
のばした方法については，それを「秘密のハレーションJと呼んで，普通ならば軽視され

がちな小官吏に作中の重要な泣置を与えるためにとられた方策で、あるとして高い評揺が行

われている27h

上述のような創作におけるサスペンス，あるいは「秘密のハレーショ γJによる鮮明化
は，ベチョーリンとの関係におけるヴェーラならびにクラシンスキーの形象の内容が，こ

のロマ γの複数ではあるが主要なモチーフになっていることを示している。その前者につ

いていえば，既成の社会的に承認された静的な女性美の規準に対して，内的な活力に溢れ

た動的な人関美，とりわけ送り出る精神の美の対置であり，後者についていえば，下級官

吏層の夢想，哀願，屈従から怨念，抗議，反抗，とちわけ蓄財による社会的昇進の野心へ

の移行であるO すなわち，ベチョーリンにとって初めは何の興味の対象にもならなかった

ヴェーラが，シーモノフ修道援へのピクニックの機会に急激に親密主ものと化したきっか

けは， rヴェーラの会話が率直で， 生き生きしており， かなり吉出であったJ2S)こと，そし
てまさにこの内面の生気によって容貌の欠点をしのぐ程までに外面に輝やきが与えられて

いたことによる。モスクワで「他人の強制によることなしに自分の考えを発展させること

に割れたfめベチョーリンとの魅力的な共鳴は， まさにその点にあったのであり， この点

こそ， このロマンの全体にも及ぶ主要なモチーフの一つになっている。レーノレモ γ トフ自

身の辛競な比犠を引くならば，ヴェーラの美しさは， r外面は魅力に輝やきながら，内面は
死となきがら」の「彩色された棺j ともいえる「盛りをすぎたコケットj とは対照的なの

であった2030 次に，哀れな下級官吏のテーマは，冒頭で、はただ「単調な仕事に疲れ，報賞

と美味しい食事のことを空想するJ31)だけであったクラシ γスキーが，屈辱を忍んで加害

者ベチョーザンの斡旋を受け入れる決意、に搭み切って Fゴフスコーイ公爵邸を訪れ，婦人

たちの関心を買うことには成功したかに見えたが，それも束の間，巨大な上流社交界を龍

にしては虫けらのように無穆にも無視され，遂には内心に遺慢を秘めた抗争の叫びをあけ'

るに至ることによく示されている。「何で私が彼らより悪いんだ?……金，金，金だけだ。

彼らにとって美や知性や心は荷の必要もありはしないのだ。おお，どんなことがあろうと

私は是が非でも金持になってやる。世の中が私のことを正当に評価するようにきぜてみせ

るJ320 しかし， 小官吏クラシンスキーのj軍身の力をふりしぼった反抗心にもかかわらず，

実は作者のレールモ γ トフ自身他の倍所で説明しているように，貴族社会は小官吏の考え

26) JIepM.， IV， 156. 
27) CM.: Jlep.MOH.m08C1CaH 3H.l1，u1C/lOneδUH， M.， 1981， c. 225. 
28) JIepM.， IV， 140. 
29)瓦epM.，IV， 140. 
30) CM.:瓦epM.，IV， 140. 

31) JIepM.， IV， 110. 
32) JIepM.， IV， 164-165. 
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レーノレモ γ トプ rリゴプスカーヤ公爵夫人』致

るような最大の財力をもってしてもなおその権威と名誉を奪いとれないようなものなので

あった。すなわち， i哀れな無実の官吏よ! この社会にとっては金の山以外に， 歴史的

回想録(それがどのようなものであろうと)によって錆られた名前が必要だということ，

門番が呼び方を間違えない位名前が知られていること，そして彼の名前が発音された場合

に，或る大切な婦人，流行メーカー，応接関の裁判官が fそれはどちらの日-[1それは

B公爵あるいは X伯爵の親戚ではないか?Jlとたず、ねる{立それ程まで?こ従僕たちに知ら

れている名前が必要なのだということ，それを彼は知らなかったのだJ33)0 

これら二つの主要なモチーフと並んでそれらの展開を助けるかのようなもう一つの副次

的モチーフがある。それはもう一人の女主人公ネグロヴァのテーマであるO 彼女もまた，

初めは妹のヴアノレヴァーラが兄のベチョーリンに語りかける会話のなかで、姿を現わすO 妹

の言うには， [-彼女は何という誤をしているんでしょう!すばらしいわり，お兄さん「御

自分でも関心をもっているくせにJ34)0 前に述べたベチョーリンの歪名の手紙，劇場での何

か心情の行き違った伎との対話35)などが措かれたのちに，ネグロヴァの形象描写は第3章

で初めて導入されるO 彼女は「二つの大きな思と……かなり整った顔だちと機智に富んだ

表清J36)とによって多くの崇拝者をもったが， i毅然、とした……光栄ある役割を味わいたか

ったJ37)が故に多数の男性遍藍のうちに時を空しく費してしまっていた， そうしづ女性で

あった。しかし作中における彼女の役割は副次的なものであって，その都度のヴェーラに

対するベチョーリ γの心靖の動きの吾撃者，証人になることにある。例えば，劇場および

P 男爵夫人邸の舞踏会での対話などがそのよい例である 38)。

以上，副次的なものも含めてこのロマンの三つのモチーフについて述べてきたが，少く

とも書かれた部分におし、てはそれぞれのモチーフが独立していて，まだ全体的な結びつき，

統ーを見せていなし、。それ故に二つの主要なモチーフを，やや形容矛盾ではあるが，未完

のライトモチーフと呼ばざるを得なかったのである。以上を約めて言うなれば， そこに

は『スペードの女王Zのプーシキン的なモチーフ， iベテルブ)レクもの」のゴーゴリ的モ

チーフ， [!公爵令嬢ミミ』のオドエフスキー的モチーフが共存しているといってもよいで

あろう 3的。この共存が一つの統一ある芸術的総合にもたらされ得なかったところに，この

ロマンの欠陥云々以前に，それが未完に終わらざるを得なかった最大の理由が存するので

あろう O

33)λepM.， IV， 165. 
34) JIepM.， IV， 116. 
~15) CM.: JIepM.， IV， 117， 124.本移ip. 7， 17参担。
36)瓦epM.，IV， 117. 
37)瓦epM.，IV， 128. 
38) CM.:江epM.，IV， 124， 170. 
39) rレールモントフは 7リゴフスカーヤ公爵夫人』を書くに当って，プーシキンの『スベードの女王L
ゴーゴりのベテルブノレクもの，B.φ.オドェフスキーの散支を大幅に利掃したが，この未完のロマ

ンで試みられたのは， 30年代にとっては極めて大垣な試みであったといわざるを毎ない。というの

は，それまでのロシア数文においては全く到のものであった異なった諸要素や物語りの文体を一つ

の芸病的な作品に融合させようとした試みで為るからであるJ，とフリードレンデノレは述べている。
r.φPHぇJIeH)J.ep，瓦epMOHTOBIf pyccKa兄I10BeCTBOBaTeJIbl穂先日p03a，pycc1CaH Jlumepamypa， 
1965， N!! 1， c. 38. 
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出 かず子

V. 創作上の三つの工夫

このロマ γFリゴフスカーヤ公爵夫人』を論ずるに当たってフワードレンデ、ノレ段，時代

の主人公としてのベチョーヲンの形象にもっぱら重点をおいている40)。後の『現代の英雄』

まで繋げて見通すならば恐らくそのように言えるかも知れなし、。しかし残された手稿

のタイトノレにもはっきりと fリゴフスカーヤ公爵夫人Jと記されていることから出発せね

ばならない。このロマンのテーマは，あくまでも草稿の表題の示す通り，首都の貴族社交

界に登場したリゴフスカーヤ公爵夫人であったと考えるべきである41)。たとえその底に持

代の主人公への根本志向が働いていたにせよ， [J現代の英雄Jのなかの「公爵令嬢メリーJ

の部分に当たるものなのである。さきにこのロマンが何よりもまず当時の 30年代におけ

る社交界小説，社交界もののジャ γノレにおける一つの薪しい試みであるといったのは，こ

むような意味においてである O

きて，その試みに表われている新しいものとは何か。これが次の間題である。そしてそ

れは次の三つの傑面に求められるo その第工は，同時代の社会・歴史的事件と結びつけて，

広く社会の諸条件のうちに上流社交界を位置づけること O 第 2は，その社交界の内部の状

況・環境を一一一愛のテーマに従って一一型どおりに固定して措くのではなしに，その社会

の人間関係の展開を一一愛のプロットの震関だけではなしに一一叙述すること。第3は，

従来のさまざまな種類の人物についての，それぞれの定形にのっとった型にはまった人物

描写，それも性格や気質を表わす直接の紋切り型用語での描写ではなしに，外的な容姿・

表需の変化および動作によって，又なかんずく入と入との関係の動きに応ず、る主人公たち

の変化によって彼等の性格を描き出すこと。これらの斬新きであるo

(1) 先ず第1の特長から述べよう。冒頭第1章の初めから街頭の思い掛けない偶発事

件をきっかけにして，貴族近衛士宮ベチョーリンと下級小官吏クラシ γスキーとの衝突と

いう，いわばマイナスの出会いを措くことによって，従来の社交界ものでは除外されてい

た下級社会層がロマンの内部にまともに引き入れられるO そして，これがその後の二人の

間の倍人的・心理的な対立，葛藤の伏線をなすcその書き出しは，その執筆と同じ填発表

されたゴーゴリの中篇『鼻』の書き出しに鍾めて酷似しており，このロマ γ中のクラジ γ

スキーに関わる部分は，ゴーゴりの下級官吏ものの摂取・統合と見ることができょう銭、

すなわち， f1833年 12月21日午後4時， ヴォズネセンスキー通りにはいつものように群

集が押し寄せていた。その中に一入の若い官吏が歩いていた。……単調な仕事に疲れ，報賞

と美味しい食事のことを，御多分にもれず空想しながら，昂から出て歩いていたo ・"'J4九

一員の仕事を務えて家諮に着く，このような夢見勝ちの官吏クラシンスキーを，同じく送

40)φpH，lVIeH)l.ep， C. 38.後出注92)参照。
41)スラシチェフは，この点に関して次のように述べている。すなわち， rwリゴブスカーャ公爵夫人』の
執筆に取り掛った時レールモントフは，明らかにその描写の中心に主人公ではなくて女主人公一一

ヴェーラを，公爵の妻を，置くつもりであった。この考えな，ロマンの題名とその内容によって確

証されているだけでなく，ー毅にこの時期の自分の作品のなかの女性登場人物の描写に対するレー

ルモントフの興味によっても確証される o ードラマ『マスカラード』と F二人元弟ふ……WfAiまあ
なたに女性の物語を語りたい……』の初め......JoCJIameB， C. 86-87. 
42)ゴーゴリの中篇『鼻』は 1834年に執筆され， w同時代人J誌 1836年 10月号に発表されている。
43) JIepM.， IV， ] 10. 
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レーノレモシトブ Fリゴフスカーヤ公爵夫人』致

庁して馬援で帰宅する士宮ベチョーワンの「栗毛の昆馬Jがひっかけるところから話は始

まるのである 4430

下級官吏グラシ γスキーの住居，つまり当時の下層社会の往宅地帯の描写は，前にも述

べたとおり，ベチョーリ Y家の晩餐会でのリゴフスコーイ公爵のふとした話がきっかけと

なってベチョーリンが訪ねることによってその場面〈第7章)で展開される O このような

描写辻，従来の社交界ものでは全く必要としない余計なものであった。それだけに少し長

いが引用しておけ面値がある。すなわち， rまず狭い四角の中庭を通り抜け， 深く積った
雪やどろ水の中を進んで， ピラミッドのように高く震まれた薪がし、つ儲れてきて押しつぶ

されt，f.いかと脅かされながら，あたりの強烈な臭いは鼻をつき胸苦しく息もできないほど

で，何匹かの犬が人の姿を見て捻りたてる O 貧乏や放蕩の恐ろしい跡をとどめた青ざめた

顔が下の階の狭い窓、からのぞいてL、る。さんざん尋ね怒ったあげく，待望の扉がようやく

見つかったが，それは壊誌の扉のように陪くて狭し、。敷居につまづいて二段とびおり，石

だたみの上にできた水たまりの中に足をつっこむ。危っかしい手つきでやっと階段を手謀

りし，這うようにして上り始める O 二階に上って四角い揺り場で立ち止まって見ると，ま

わりにはいくつもの扉がある。ところがだ，どの扉にもナンバーというものがなし、。ノッ

クをしたりベルを押したりし始めると.きまって戸毎に獣居ろうそくをもった料理女が顔

を出す。その女の後ろからは子供たちの罵り声や泣き声がひびく jo4りこのようにして耕れ

ない場所を訪れたベチョーリンは， クラシンスキーがまだ勤めから帰っていなかったので

「油布で、おおわれた机と吉い長椅子と三脚の椅子しかないj46)客間に通されることになる。

新しい描写の試みはこんな工合なのである。

貴族以外の階層に向けられた作者の注意、は，貴族の日常生活に不可欠なものであった馬

了や小間使についての描写が諸方に挿入されていることにも窺われるo 171Jえば，先ず笥頭

で官吏をひっかけながら事なく家主で主人ベチョーりンの馬議を御してきた「赤茶けた頬

ひげの密生した，震市の広いj馬丁は「さあ，旦那さま，ヴアシカは今うまくでかしまし

たぜuと自棲した。そして B頃「馬了たちは彼らの愛する罵を雷に BaCbKa と呼んでい
る。 AXHJIJIとかfeKTOpとか大げさな名前をつける主人の希望に反してさえも，馬了にと

って馬はやはり AxeJIでも HeKTOpでもなくて BaCbKa なのであったJ47〉などと描かれ

ている O その也，劇場の車寄せで芝居がはねるまで主人の婦りを辛抱強く待つ馬丁たちの

生態にも作者の限が向けられている。小間捷の描写の例辻，ネグロヴァ嬢の場合にかなり

詳しし、。すなわち r上等のノミターを塗りたくったか， あるいはクワスで撫でつけて髪の

毛が粘りついた赤茶けた頭，誌にかけられた詐Eの穀物のようにざらざらした子，おぼけ

限，飾り紐のない短靴をつっかけて，重い足取りでパタパタと音をたてる足，そして(何

よりも悪いのは)上よりも下の方が絹くなった，まだらの普段着をまとった四角い腰をし

44) クラシンスキーとぺチョーリンの奇妙な出会いの場，ヴオズネセンスキ一通りを辻じめと Lて， fF 

中の通りの名，ベチョーリンの勤務する近衛騎兵連隊の兵舎の位ifi，ベチョーリンの家の位罷等，
ベテルプルクの地形容jデテールへの注意がレー fレモントフのロマンのリアリスティックなスタイノレ

の特徴であるとマヌイロフは指摘している。 CM.:MaHy泊JlOB，C. 176-178. 
45)瓦epM.，IV， 153-154. 
46)瓦epM.，IV， 154. 
47) J1epM.， IV， 111. 
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出 かず子

た，肥った，そばかすだらけの小間使，これはがまんできなし、。このような小間使がきち

んとした家の勝手部屋で仕事をやっているのは，明るいアメリカの井戸の衰のわにに叡て

いる。染め直した洋服の鮮やかな摸様を通して，透かして見える油汚れのしみのような小

間使，これはあるじの家庭の生活形態に関して哀れむべき疑いを識者に抱かせるJo4め

さらに，同時代の社会的事件に関しては，冒頭の r1833年 12月 21日Jを記憶にとどめ

るまでもなく作中に引証されてくるさまざまな事件によって極めて具体的なものになって

いる。例えば，ベチョーリン家の晩餐会のテーブノレの会話で，公爵夫人ヴェーラの隈が二

様の意味で寓意的なスペイン風の絵に向けられる導入の役を果している，一外交官の芸術

論の中に出てくるブリュローフの絵の話などが，そのよい例である。「ブリュローフの絵

『ボンベイ最後の吾』がベテノレブノレクに来るところです。その絵については全イタリアが

叫び戸をあげ，フランス人はその絵をこきおろしました。今，ロシアの観衆が本当の趣味

の傑か，あるいは流行の傑かそのどちらに傾くか，それを知ることに好奇心をもっていま

すふ的ブリュローフのこの絵は， 事実 1834年 8月前半にイタリアからベテルプノレクに搬

入されてエルミタージュで展示され，貴族社交界の話題になっていたものであった。また，

作中のアレクサンドリ γスキー劇場では「フェニェーラ(第4田日の出し物)が上演され

ていた」ことになっているが 5めこの「フェニェーラj と称するオペラは， フランスの作

曲家オベール (1782-1871) の「ポルティシの堕娘J(1828) のことであって， 事実 1833

年からその翌年にかけてのシーズンにベテノレブルクの同劇場で上演されていたものであっ

た。ちなみに，このオペラは 7月革命の影響下にベルギーの独立の気運を誘発したものと

して知られている 5130 同様に，この時代における革新的な気運を表わす道具立てとしては，

この他に，ベチョーリ γの書斎の描写に出てくる音楽家の当像などがあるoそれはイヴァ

ーノフやパガニーニの肖像であって，当時の暗いニコライ一世の閉ざされた治政下にあっ

ては叛逆の精神を示していた52)。

更に， ロシアを茜躍する歴史的環境にまで摂を広げれば， そこには 1830年に勃発した

ポーランド戦役にも関わったー士官ベチョーリンの参戦の模様のノレポノレタージュまで対話

の形で組み込まれている 53)。

(2) 次に第2の社交界内部の状況・環境の，それら内部からの描写に関していえば，従

来それのみに撮られがちであった愛のプロット以外のものとして，まずベチョーリンとク

ラシンスキーとの対抗関係が展開してゆくプロットの創出が，とりわけ注目に値するO

それは，再三繰り返し示してきたように，或る日 (1833年 12月21日)の夕暮の街頭に

おける奇妙な出合いから始まるが，その出会いは，名もなL、小官吏クラシンスキーの名が

知られないまま，その娩のアレクサンドリンスキー劇場での二人の言い争い，というより

もむしろ哀れむべき小官吏の一方的な切ない訴えにつながってゆく O それは上流社交界と

48) JIepM.， IV， 126. 
49) JIepM.， IV， 148. 
50) CM.: JIep抵， IV， 117. 
51) CM.: 3蕗xeH6aYM，o. M.， KOMMeHTapHH K rrpo3e JIepMoHToBa， c. 456. 
52)歌手 H.K. HBaHoB ，ヱニコライ一世の時代にはその名をロにすることさえ禁じられており，バイ
オリンの巨匠パガユーニは，その革命性で有名であった。 CM.:OeJlKHHa， c. 546. 

53) CM.: JIepM.， IV， 158-160. 
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その外部の下費社会，水と油のようなこつの社会層が接触するときに接し出される社会空

間の見事な文学的表現になってL、る O やや長いが，これも引用に値しよう。 -f士官た

ちはもはや何の不安もなく銘々のお茶を飲み干して出て行った。ベチョーリンも皆のあと

について出た。すると表階段で何者かが彼の手を押しとどめて. こう言い足したo !Jお話

があります山手の震えからベチョーリンは，これがさっきの〔テーブ、んのいざこざの3

相手であることがすぐ分かった。仕方なし、。決闘を避けるわけにはゆかないだろう。---

Eお話し下さい』一ーとぞんざいに彼は答えた。-[f'ただここではなく O ここは寒いoJl

-一一『劇場の廊下に参りま L ょう~Jl一一一と官吏がさえぎった。押し黙って二人は歩いて

いった0 ・…一一一円弘、ましょうリ-[f'あなた』一一一官吏の声は怒りに震え， 額には

青筋が立ち， 唇は青ざめた-[f'あなた!あなたは私に無礼を{勤し、た!あなたは私をひど

く海辱したお一一了これは私にとってはかくさなければならないことではありません・

あなたはいつ射ち合うのが都合よいのですか? 今ですか?それとも明日にしますか?

お話の向きは分ったと思ってし、ますJlo--1Iあなた山一ーと官吏はあえぎながら答えた

一一-1Iあ立たは今日すんでのところでこの私を撲くところだった。そう，あなたの目の前

にいるこの私をー・・ーこんなことを自慢などしたりして， 楽しいのですカミ! でどんな権利

があるというのですか? あなたには島馬， 白い羽飾りがあるからですか? 金の肩章

があるからですか? 結局私があなたと違って貴族でないからですか? 確かに私は貧し

L 、! そう， 私は貧しいんだ! いつも歩いています一一結局私は貴族でないばかりか人間

でもないんだ! ああ! これがあなたに誌楽しいんですねリ0 ・・・・・・この瞬間，彼の炎々 と

撚えた顔は嵐のように美しかった。ベチョーリンは彼を冷たし、好奇心をもって読め，そし

て遂にいった。一一-1Iあなたの議論はいくらか長ったらしい，一一一詩間をきめて下さい

一一一そして別かれましょうー..ーもしよろしければ，明日 8時に私は介添人と一緒にあなた

をお待ちしていますoJlベチョーリンは自分の住所を告げ了こっ『闘うんですって! 私には

あなたが何を言おうとしているか，よく分かります! 死ぬまで悶う? あなたの心臓に鉛

の弾を打込むとき，そのとき私が充分に報いられるだろうと，こうあなたは考えているの

だ! 美しいといえば美しい慰めだ!いや，私はあなたがL、つまでも永遠に生きていて，私

があなたにいつまでも永遠に復讐できるよう願いますよ。関う川、ゃ!闘うんではあまり

にも成功がおぼつかない......oJl一一-[f'こういう場合には， おうちにお帰りなさし、。水を

一杯飲んでゆっくりお休みなさ L、Jl-一一ベチョーリンは肩をすくめて反論した，一ーもう

行きたかったっ 札、や.お待ちなさ L、Jl-官吏はいくらか我に返って言ったっ一一一『私

の言うことを終りまで聞いて下さ Lぐ 為なたは私が1主病者だと思ってるんですね? 勇

敢さは拍車や肩章の差板なしでは存在し得ないとでも，そう患っているんですね? 信じ

て下さい，私はあなた程にも生活と未来を重んじてなんかし、はしませんよ! 生活は苦し

いし未来などありまぜん。私は貧しい，いす需に行く会しさです。私には年に一度だっ

て自己の満足のために5ループリを投げることすらできまぜん。私は給料で生活し，友だ

ちもいないし親戚もいないし一一年とった母がし、るだけです。私のすべては彼女のために

あるのです。私は設女の神であっ支柱なのです。彼女は私のためにあります。友でもあ

り，家族でもあります。生まれてこの方，私は彼女以外まだ誰一人として愛した者がし、ま

せん。私を失ったら，あなた，彼女は悲しみのあまり死んでしまうか，飢えて死んでしま
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出 かず子

うかなんです』一一復は立ちどまった。患には涙が溢;h，その践は充卑していた一一『で，

あなたは私があなたと調うだろうなどと思ったんですか?ム『結局あなたは一体何を私に

お望みなのですか?Jl一一ベチョーリンは短気に言った。一一『私はあなたに後海させた

かったんで、すムーー『あなたはどうやらB論を始めたのが私ではなかったことをお忘れの

ようですねお-[f人を榛くことが何でもないなんて，まさか。一一一冗談にも程がある

一一お恵みなんては。一一-[1私は，私の馬丁に鞭を加えることをお約束します10 [1お

お，私はあなたに我慢し切れなくなりました!Jl一一『向? それならやはり射ち合いを

しましょうリ。官吏は何も答えなかった。彼は顔を両手で、おおった。胞は波打ち， 彼の

きれぎれのことばのなかには絶望が環れていた。彼はむせび泣いていたように思われたD

遂に伎は叫んだ。氏、え，できません。母親を晃殺しにはできませんリ一一一そして走り

去った。ベチョーリンは京れみをもって背後から彼を眺め，上等平土問の方へ行ったJ54)0 

このようなことがあった数日後，ベチョーリンはその小官吏がリゴフスコーイ公爵のい

う「クラシンスキー」だとは知らずに公爵の用務を帯びて復の魁屋を訪ね，思いがけなく

も再びあの奇妙な再会をすることになるo Iそのとき扉が開かれ，ベチョーリンは突然背の

高い人とぶつかった。二人は互いに顔を見合わせた。二人の眼は合い，それぞれ一歩退い

た。二人の顔には敵対的な感情が現われ，驚きが唇を凍らせたJ55)0 ベチョーリンの訪問の

用向きというのは，前述のとおり，公爵の土地訴訟の解決のために，それを扱っている課

のクラシンスキーを公爵が邑宅に招待したいという伝言であった。降って湧いたような公

爵の依頼を受け入れることはクラシンスキーにとって又とない出世の機会であると共に，

その伝言の仲介者がベチョーリンであることは耐えがたし、忌辱であった。クラシンスキー

は「手の上に頭を伏せ，深く考え込んだ。……突然自分の席から立ち上った。明るい考え

が復の顔を輝やかせた。そして手でテーブ、ルをIl[礼、て叫んだ。『そうだ，私はこの公爵のと

ころへ行こう 1JlJ56)。

以上のようにしてベチョーリンとクラシンスキーとの対主主関係をi構成する社会空間は更

に一段と明確な形をとってヲゴフスコーイ公爵邸で実現されてゆく O 今度は公爵夫人ヴェ

ーラをめぐる二人のライバノレ関係にまで展開しかけるのであるσ すなわち，その翌5公爵

邸で思いも長けず如才なく振舞った長身かつ美貌のクラシンスキーについてヴェーラが

(et savez・vous，ma ch台e，弓ザilest tres bien:...:ノ57)と，いとこの女性に語ったこのことば

が耳にこびりついて，それほど長身でも美貌でもないベチョーリンの嫉妬心と邑尊心とが

刺激されてしまうのである。

その抱，本来の社交界ものにおいて通常その筋の展開の主軸をなしていた恋愛のプロッ

ト及びその女主人公たちの描写に関しても，それまでのきれいごとの型通りの表面的な記

述に止まらず，それを越えていわばその表面とは裏腹のかくれた裏面のりアリティが明る

みに出される。これは作者のレーノレモントフ自身よく意識していた事柄で、あって，それは

梧愛のベチョ-1)ンとヴェーラの二人の別離の場面に挿入された作者のことばにもよく示

54)λepM.， IV， 121-123. 
55)瓦epM.，IV， 156. 

56) JI epM.， IV， 156. 
57)瓦epM.，IV， 161. 
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されている。すなわち， I親愛なる読者諸君，謹君はわが主人公たちの愛が，あらゆるロマ

ン，あらゆる始まったばかりの愛の一般的規慰から出ていないのに気がつかれた。しかし

その代わり， その後は一一おお! 諸君はその後驚嘆すべきことを見たり開いたりするで

あろうJ58)。ここで言われている「驚嘆すべきことJがその後の展開において何を意味す
るかについては，この作品が未完であるために確定的なことは言えなL、。恐らく終局的に

は，公爵夫人でありながらヴェーラが下級官吏のクラシンスキーに関心を示し始めた〈第

9章)のちにおいて， すなわち未完の部分において展開されるはずだったのであろう O し

かし書かれた部分のなかの，妹のヴアノレヴァーラや女友達のネグロヴァ嬢の描写のうちに

もすでに，従来の社交界ものにおける美しい女主人公の描写をはっきりと越えているもの

がある 59)。ベチョーりンと妹ヴアノレヴァーラとの兄妹の関係は， ごく素直なものであっ

て， ロマンの主要な筋の展開を左右するものではないが. そのヴア/レヴァーラは， ，-ts:.か

なかの美人であり，ママのことばによれば，持参金を必要とせず，神のお加護とよい顔立

ちと輝くばかりの教養とのおかげで社会で高い位置を占めることができる」ω女性という

民にリアルに措かれる O ところがそれ以上にベチョーリンの，エリザヴヱータ・ネグロヴ

ァとの愛のプロットの進行は，書かれた部分において極めて大きな位置を占めており，こ

れも特筆に植する。

ベチョーリンとネグロヴァとの愛のプロヅトが進行する場はベチョーリンがりゴフスコ

ーイ公爵夫妻のベテ/レフソレク移住の報せを知った直後に，次のような匿名の手紙を書くと

ころから措き始められる。それは，それまでにでき上っていた二人の関係をネグロヴァの

方から進んで絶つように仕向けるためのものであった。すなわち. I拝啓! あなたは私を

御存じではありません O 私はあなたを存じ上げております。私たちはしばしばお会いして

おります。あなたの生活の歴史は私の手帖と同じ位この私には思l染みのものですが，あな

たは私の名前を一変も耳にされたことはありません。あなたが私に一度も注意、を向けられ

ず，おまけに私が今吉分に非宮に満足しており善行をなそうと昌論んでいるが故に正にそ

の故に，私はあなたに[副書を寄せておりますのベチョーザンがあなたのお気に召している

こと，授がかつて夢にもえなかったような感情を彼の中に再び揚ろうとあなたが色々と考

え巡らしておられること，これは私によく分かつております。ところが，彼はあなたをか

らかったので、す一一一授はあなたに値しません。彼は別の女性のことを愛しています。あな

たのすべての努力もただあなたを破滅に導くだけでしょう o 一........一敬具。あなたの忠実

なしもべ KapaKyJIaJ61)。もともとベチョーリンにとってネグロヴァは， l'年半前に設が社

交界で重きをなすために，ただそのための手段として選んだ愛人に過ぎなかった52h伎は

「古代の女たらしの手本にならって，形の上ではクラシッケに振舞っていたJ6めのだ。と

58)λepM.， IV， 14~ 
59) B.オドエブスキーのrl'篇 11公民令嬢ミミじにおいては，必ずしもたしいl市ばかりでなく .LVfE社会の

娘の嫁入りの問題，上流社会独特の道徳をうかがわせるような描写があった。CM.:fieJIKHHa，c. 538. 
60) JIepM.， IV， 112. 
61)瓦epM..IV. 132. 
62)この点に偉lLてレーノレモントブは， 1;右くて無邪気な娘に恥辱を与えることには絞〈ベチョーリン〕
はふみ切れ主かった。それ故， 11支は若くもなければ無事1えでもなかったリザヴヱータ・ニコラーヴ
ナを自分の道具に選んだj と説明してしる JIepM.，IV. 129. 

63)瓦epM..IV， 130. 
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ころが他方ネグロヴァは， I彼をますます誘惑し， そのあと， わが母親たちが言ったよう

に，彼を自分と結婚させることに期待をかけてL、たJ64)0 表向き社交界では衆自の一致する

ところ二人の結婚は約束されているかに見えた。しかし，この表面的な美しい噂とは裏腹

に，争えぬ事実として，今やベチョーリンよりも 2歳年上の 25蔵のネグロヴァは， I(男

性が〕彼女の尻を追いかけ回すのは恥づかしくはないが，彼女に惚れ込むのは難しくなっ

た，そのような年斡にあった。或る軽薄な，あるいは呑気なしゃれ者が深い情熱を冗談に

請合い，その上で笑いものにするために彼女の女友達の面前で恥辱を与えてももはやそれ

を罪とは見散さないような， そんな年齢にあったJ65)0 事実ありていにいえばこのような

ものであったベチョーリンとの二人の関係の場においては，自分の期待や予想、を裏切られ

たネグロヴァにとって残された唯一のりアノレな問題は，結婚あるいは結婚のために失った

年月ということ以外にはなかった。事実，親の愚痴とネグロヴァ自身のどうしようもない

足掻きが如実に描写されることになる。すなわち， I誌ら，お前，一年を無駄にし， 2万の

収入をもった花婿を断わってしまった。確かに，彼法年もとってるし中風だ。 だが今の若

者は何だ! お前のベチョーりンは好男子だ。設がお前と結婚しないことは私たちには前

から分かっていた。母親は向れにしても彼に結婚を汗さないだろう! その結果は伺だ?

ベチョーリンはお前を笑い者にしているJ56h こういう親の愚痴を浴びながらもネグロヴ

ァは， もはや致し方なかった。というのは， I何らかの呂的を長い間追求し，そのために多

くのものを犠牲にした者は，その目的を捨てることが困難である O その上，もしもその目

的に萎んでゆく若きの最後の望みがつけ加わるならば，その呂的を捨てることは，まさに

不可能であるJ(7)からであるO

さて，この関係で最後に付け加えておかなければならないのは，主題たるべき女主人公

ヴェーラとベチョーザンとの関係三うるいはヴェーラを主軸として彼女をめぐってベチョー

リンとクラシンスキーのライヴァル関係が展開するであろう場，ないし文学的空間が，未

完のために，まだ充分に形成されていないことである O ベチョーリン=ネグロヴァの搭愛

の系とベチョーリン=ヴェーラの純愛の系との交差・結びつきもなお不拐確である O

(3) 従来の内面世界の持情的な表現とは異なって，容姿・表構等の外面的な特徴や動き

によって内面世界とその心的動きを描写してゆこうとする新しい描写の試みに関して言う

ならば，登場人物の各々について例外なくそれがなされているといってL北、cそのなかで

も顕著なのは，こうした手法を通じて，ベチョーワンとクラシンスキーとの容姿の対比，

ネグログァに代表されるペテノレブノレクの社交界婦人とモスクワ育ちの女性ヴェーラとの表

情の対照が試みられていることである O さらにそれ以上に注目すべきは，外的特徴による

描写が単に内面的特性の表現として描かれているだけではなしに，それぞれの人物の性格

の深層の分析に向けられていることである O

先ずベチョーリンについて言えば， I設は，背は高くなく，肩巾は広く，概して不恰好で

ある O 頑健な体務で，感受性や興奮には不適性に思われた。彼の歩き振りは騎兵にしては

64)瓦epM.，IV， 130. 
65) JIe予M.，IV， 128. 
66) JIepM.， IV， 131. 
67) JIepM.， IV， 131. 
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いくらか用心深く，彼のジェスチュアは途切れがちであった。……援の声の響きはその時

々の影響によって或いは低く太く，或いは鋭かった。快く話そうとして口ごもり始めるの

だったが，突魚持ち前の猿mをかくさんがために辛味主冗談に終わった。一一そこで世間
では彼の舌には悪意がありその舌は危険であると思い込まれていた。…一-…彼の顔は浅黒

く，整ってはいないが表情に富み，ラーヴァターやその追随者にとっては興味あるもので

あったろう。彼らはその顔に過去の深い痕跡と未来のすばらしい約束を読んだことであろ

うO……人々は， {皮の徴笑，彼の奇妙に輝く眼の中に何かがあると噂したJ68)0 このような

ベチョーリンが日々独り親しんで、いた彼の書斎には，彼がとりわけ心からの共惑を覚え，

「ラーラの再像J69)と名づけていたー幅の肖象画が掲げられていた。そこにもまた容貌の描

写がある。「をは額の両側に滑らかに垂れていた。額拭円くひどく張り出しており， その

組立ての中に何か異常なものが感じられたっまっすぐ詣を見据えているその隈は，黒いマ

スクの穴を通して生きた隈が時にきらめくような，そのような恐ろしい開きをもって輝い

ていた。その探るような，とがめるような光は，部屋のどの隅にいても見るもののあとを

追ってくるように思われたの狭い，向く結んだ唇を引きのばしている微笑は.明るよりも

蔑んでいるようであった。ジョノレジュ〔ベチョーリン〕がこの顔を見るたびに，彼はその

なかにいつも新しい表情を見いだすのだった。その顔は孤独と空想の束の間の彼の話相手

となったJ70)0 容姿の倍出は，このように克明である O

同様のことはクラシンスキーにつし、てもいえるO 彼iヱ「背が高く，ブロンドの髪をして

驚く程の美男子であった。悩ましげな空色の大きな限，ベルベデーレのアポロンの鼻にも

似た整った鼻，ギリシア試の卵型の顔.自然に結れた魅惑的な髪は，誰の注意、をも引き付

けるに違いなかった。だが彼の唇だけはあまりにも薄っぺらで，頬に溢れている生き生き

した色合いに較べると青白J71)かった。そして， このような容姿のクラシンスキーは， 伎

の知る唯一の女性である老母と，貧しい住宅のなかで暮しているのであるO その老母は，

「実擦の齢はもっと若かったのだが，一見したところ， 60歳{立にも忠われたの若い項から

の悲しみが彼女の慣を曲げ¥皮膚をやつれさせて.それは古い羊皮紙のような色になって

いた。彼女の透き通った手には青みがかった血管が浮き上って見え，彼女の顔は簸がよっ

ており，その小さな隈だけに彼女の生命の力のすべてが集中されているかtこ忠われた。そ

の眼には異常な好意と落ち着き払った平静さが浮かんでいたJ72)0 

ヴェーラの註格描写の場合にも同じように容姿・表清に重きがおかれる。 ヴェーラは

「中背の，眼の黒い，ブロンドの髪をした女性で、あったっそれは彼女の顔に何かオリジナ

ノレな魅力を与えており，後女を他の女性とはっきり区別して，恐らくは彼女にとっては不

利であったで、あろう他の女性との比較を無効にしていt.::.o顔立ちはかなり整っていたとは

いえ，美女ではなかった。卵型の顔は全くアッチカ風で，皮膚の透明さは異常であった。

絶え間なく変るその表情は，いくらか鋭い顔立ちには少し釣合わなL、ものであったが，そ

68) JIepM.， IV， 112. 
69) 了パイロンの信奉者j であったベチョーリンは，この事~~こパイロンのポエマ E ラーラ J の同名の主

人公〈鋲主に対する鋒起の先頭に立った)の名を付けた。 CM.:JIepM.， IV， 115. 
70) JIepM.， IV， 115. 
71)刀epM.，IV， 119. 
72)瓦epM.，IV， 155. 
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れはすべての人に好かれたり，るらゆる時に好かれることを彼女に坊げていた。しかしそ

の代わり，その瞬間的な変化を追うことに慣れた人で、あるならば，その変化のなかに魂の

稀に見る熱情……を発見することができたで、あろう J73)0 このようにヴェーラの容貌の特

徴は，内面の表情の表われとその動きにある。それに対してネグロヴァ嬢の方は「もしも

ベテルブ、ノレクの娘たちに殆ど共通の欠陥である，あの青白き，やせ，年増が，大きな隈の

輝やきを失わせることなく，又かなり整った顔立ちと機智に富んだ表情との間の調和をこ

わすことがなかったならば，なかなか美しかったで、あろう J74)と描かれる。このように，輝

ゃく表情の有無が単なる容姿の美以上に重きをなしているところに，描写の際立った特徴

がある。

ところで，各人の持ち前の性格を表わす表情以外に， ロマンのなかで人々が相互にとり

もっ関係の推移に伴って変わる心理の動きもまた，多くの場合，動作や表情の変イヒによっ

て描きだされる。逆に言えば，外面的な動作・表情の変化を描くことによってそれぞれの

プロットが進行してゆく。例えば，ネグロヴァと巧みに5J!jれるために故意に仕組んだ匿名

の手紙を書く場面(第 1章)でベチョーリンについて， r自己満足の徴笑が彼の顔に浮か
び¥眼は輝いていた。一一一言で言えば，彼は向か異常なことを考え出した人のように，

非常に愉快であったJ75)。抱方，その手紙を受け取ったネグロヴァ(第 3章〉の方は， r他
の女性であったらこのような手紙からヒステワーをおこしたで、あろう O しかし打撃はザザ、

ヴェータ・ニコラーヴナの心の奥底に衝撃を与えたが，彼女の神経には作用しなかった。

彼女はただ青ざめただけで，急いで手紙を燃やしその軽い灰を沫に吹き落した。それか

ら彼女は灯を消して壁の方に向き変った。彼女は泣いているように思われた。いとも静か

に。もしもあなたが彼女の枕辺に立ったなら，彼女は静かに安らかに眠っていると思うほ

ど，それほど静かに泣いていたJ76)。ちなみに，ここでヒステヲーといわれているのは，普

通いうところの心理症の比稔ではなく正に身体そのものの生理的症状そのものであり，そ

れはそスクワでベチョーリンとの別離の際に(第5章)ヴェーラが引き起こしたものであ

った。「哀れな彼女は全身で震えJ，r三回程気を失ったJ77)O
又以上と同じような例は，ベチョーリンとクラシンスキーの劇場の階段の踊り場でのや

りとりの場面(第2章〉においても自立っているO 口惜しまぎれに何かーこと言いたかっ

たクラシンスキーは. r胸に手をあて，鉄の手すりにもたれかかり，援を組めているJベチ
ョーリンに向かつて. r怒りに震え，額には青筋がたち，唇は青ざめJ78)ていた。ベチョー
リγの散慢を問責するクラシンスキーの「炎々と燃えた顔は嵐のように美しかったJo79)胸

中に雪辱の熱意、は充分ありながらも老母をかかえた小官吏として，ベチョーリンから思い

もよらない決闘をこともなげに受諾されて，益々晴らしょうもない漬慈の欝積したグラシ

ンスキーに，公爵家の用務の件で，いまや出世の，窟辱的ではあるがまたとない絶好の機

73) JIepM.， IV， 135. 
74) J1epM.， IV， 117. 
75)瓦epM.，IV， 117. 
76)五epM..IV， 132. 
77)瓦epM.，IV， 142. 
78)五epM.，IV， 121. 
79) J1epM.， IV， 122. 
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会が恵まれたとき，復はしばし「手の上に頭を伏せJていたかと思うと「突然、自分の震か

ら立ち上った。明るい考えが彼の顔を輝やかせた。そして手でテーブノレを郎し、て叫んだ。
まま

『そうだ，拡はこの公爵のところへ行こう!~それから彼は間々結びつきのない叫びをあ

げながら足どり正しく部屋の中を歩き始めたJ80〉。

肝心のベチョーリンとヴェーラの関係におけるb理の起伏については，ともに同程度に

印象的な二つの表情描写だけを挙げておこう。一つは，ベチョーリン家の晩餐会〈第6章〉

で，シャンベンが配られたとき，かつて 2年前邑分から進んで、愛を誓った相手のベチョー

リンから不意に，公爵との結婚の祝辞を述べられたとき， r秘められた苦悩がかくも変り
易い彼女〔ヴェーラ〕の顔に詰かれた。水の入ったコップをもっていた彼女の手は震えて

いたJ081)そして晩餐も終わりコーヒーが配られたときヴェーラは，ベチョーリンの妹ヴァ

ノレヴァーラの部屋に一人引きこもり岳分でもその意味がわからない涙にかき暮れたのだっ

た。他方，ベチョーワンに関して印象的なのは，ヴェーラのベテルブ、/レク社交界初登場の

P男爵夫人邸の舞踏会〈第9章〉で，いよいよ夫の公爵に伴なわれて姿を現わしたヴェー

ラと一瞬顔を合わせたとき，設女は「筏の会釈に対して頭を軽く曲げ¥すばやい微笑で辛

うじて返した。彼は何か言いたかったが，彼女はすーっと顔をそむけてしまったJ08わただ

それだけのためであろうか，r彼は，恐ろしくなるほど青ざめ，すくんでしまっていたJo83) 
これらの外的表需の記述はそれによって意味される内的心理の意味がすぐには確定できな

いだけに極めて印象的であるように思われる。

ところで，以上述べてきたような容姿・動作に関わる創拝上の描写は，いくつかの文学

的発見といってもよいほどの芸範的効果を伴っている。

その第 1は，静的な形姿の美を越えて表情と動作に関わる動的な美，さらには内発的な

精神の送りと結びついた外的な表現，とりわけ主人公たちの対話に表われる個性的な言語

の表現の縞植が高められていることである O そのよい例は，上述のヴェーラの美とネグロ

ヴァの美との対照において，またベチョーリンとクラシンスキーの性格上の対照において，

よく表われている。作家のレーノレモントフ自身作中で述べているように，個々人に関して

は， r知と魂は表面に現われて外貌に生命と動きをそえ，外貌の欠陥を忘れさせるJ84)もの
なのであり，また彼の批判jの対象となった当時の貴族社会に関しては，その社交界はそれ

自身の吋艮本法則によって， ダンスのパートナーには知性などなくてもよい!J8めような

形骸イとしたものなのであった。しかし次に第2~こは，外なる身体的表現の文学的な描写は，

必ずしもその外的表現の要素が内なる世界の心理的要素と 1対 1の対応をなすものではな

いところから，作中人物の心理の微妙な動き，陰影について，それこそまさに文学的発晃

と称するに足るものを伴う。これもまた作者のレーノレモントフ自身意識していたところの

ものであったことは，女性の涙についてのコメントなどによく示されている。さきにも触

れたように，ベチョーリン家の晩餐会でヴェーラは，晩餐の後ひとり引きこもり「背後の扉

80)瓦epM.，IV， 156. 

81)刀epM.，IV， 149. 

82) JIepM.， IV， 169. 

83) JIepM.， IV， 170. 

84)江epM.，IV， 118. 
85) JIepM.， IV， 118. 
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を静かに閉め，広い安楽椅子に身を投げた。名状しがたし、感情が彼女の腕をしめつけた。

涙がまっ毛にたまり，彼女の紅潮した頬にやがてしたたりおち始めたJ86)O その涙の意味

は文字通り「名状しがたしづものなのであって，ヴェーラ自身にとっても，また作者にと

ってもその意味辻不確定なのであるO 作者が解説し得ることはただ， I女性の涙は攻撃の

武器でもあち，訪御の武器でもあるO 口惜しき，喜び，弱々しいi曽しみ，弱々しい愛は，

女性にあっては同じ表現をもっJ87)ということなのである。さらに第 3Vこは， 前述のよう

に主人公たちの内面の持情的表現から復らの外面的な容貌・表情・動作の外的措写に手法

を転換させることによって，従来ロマンチシズム文学のジャンノレであった社交界小説のパ

ロディイヒを伴ったことであるO その例をー，二挙げれば，モスクワでのヴェーラとのロマ

ンティックたるべき別離の瞬間の直後にベチョーリンは，まるで遊びに急くや放課後の生徒

のように， i大急ぎで階段を駆け下り，家へと疾走したJ88)0 またベテノレブルクの劇場の人

ごみの中で久方振りに思い出の女性ヴェーラの後姿にめぐりあった時，このロマンティッ

クな美しい瞬間にベチョーリンはなりふりかまわず「必死の努力で人垣を押し分けて，扉

の方へ突進したJ8宮〉等々。 しかし， 当時流行のロマンティッグな社交界小説のノ之ロディ化

を装分としてレーノレモントフが作風に新機軸を開いた最高の伊jは，ベチョーリンが公爵邸

を訪れた際の，あの舞台の一幕にも叡た客拐の場〈第4章)の描写であり，いま一つは，

ベチョーザン家の挽餐会(第6章〉におけるテープノレを屈むことばのやりとりの，あの描

写である。これらの倍所は，ロマンティシズムのパロディというよりも，もはやりアヲズ

ムそのものといってよいものでるる。これらは引用に超する個所なので，二つのうち後者

の一部だけを次に掲げるO

f沈黙の美智、家は，この不意の関いに自がさめた。そしてだちょうの羽根がベレー唱の

上でひらひらし始めた。彼女は即座には客えることができなかった。なぜなら，彼女の無

邪気な歯は，えぞやまどりの一片を最も高潔な努力をもって噛んでいたからであるO 皆は

黙って我慢して袋女の答を待っていた。ようやく彼女は唇を開き， 重々しく言った。『あ

なたの侮質問は，この私に関係がありますの?.n……この瞬間，何か油っこい料理が彼女

に差し出され，彼女は自分の盟に取り，そして……『あの御婦人はどなたで、すか?.nと十

字勲章をつけた赤毛の紳士が戸をひそめて彼にたず、ねたo Uシトラリ男爵夫人です』 とベ

チョーリンは答えた……『彼女は二人の夫を死なせたんですよおベチョーリンは続けて

言った。札、まはおそらく， 彼女より長生きするだろう三人自に嫁いでいるんですム『お

や!j]と赤毛の紳士は言って，松露をちりばめたソースを残らず平らげ続けたj問、豪華た

るべき晩餐会の描写はこんな工合なのである。

さて，このロマンにおけるレールモントフの新しい試みとして，以上三つの創作上の工

夫について具体的に明らかにしてきた。その第 1および第2の工夫によって，このロマン

86) JIepM.， IV， 150. 
87)瓦epM.，IV， 150. レーノレモントフは徴笑左 L、う外的表現も涙と同じように多様な意味をもちながら

も画一的な表現であることを，はからずも次のことばでコメントしている。「首都ではすべてのホ

ールが，あらゆる徴笑，ゐらゆる挨拶同様似ているのであるJoJIepM.， IV， 134. 
88)江epM.，IV， 142. 

89) JIepM.， IV， 124. 

90) JIepM.， IV， 147-148. 
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はたんに社交界小説のジャンノレの一作品というにとどまらず，新しい社会的ロマンの名に

ふさわしく，また第 3および第2の工夫によってリアリスティックな傾向の心理的ロマン

と称してよいであろう O 上述の手法の分析を踏まえた上で，その意味でなら，このロマン

をリアリスティックな社会的心理小説とすることに賛成である 91)。しかしながら， レーノレ

モントフの上述の工夫にも拘らず，とりわけ主人公ベチョーリンのそれ以上の性格づけに

おいては，同様の工夫がうまく実現されず，そのため肝心のところで、抽象的な用語による

説明に頼らざるを得なかった。このことは，このロマンにおし、てベチョーリンが中心的な

テーマであるとする議論の根拠にもなっている92Lしかしそれとともに，否，以前に上述
の文学的創作の工夫が及ばなかったいわば失敗の笛所，文学上の欠陥部分にも目配りをし

ておきたし、。これらの部分は，文学の観点から離れて見るならば，当時のロシアの社会事

情ならびに作家レーノレモントフの思想を知る上で極めて興味深いものであるO

VI. 非文学的な残余・展望

前節の末尾に言及した主人公ベチョーリンの性格づけの失敗に関して，のちの F現代の

英雄Jにおいては，独岳の編章別構成がとられ，それによって協の人物による外からの描

写とベチョーリン自身の手記の形による内からの表現とを結合するという，創作法がとら

れるに至った。これについてはすでに多少明らかにしたことがある 9九したがって今扱っ

ている『りゴフスカーヤ公爵夫人』においては文学的に実現されなかった欠陥部分は，の

ちにそのような創作法が編み出される以前の，いわば非文学的・観念的な叙述といってよ

いであろう O しかし，さきにも述べたように，観点を変えて見るならば，そこには当時の

社会的な背景・慣習および人間の心理についての深い調察と豊かな観察が理論的な解説の

形で多く見られるのであるO

先ず，このロマンにおいては句作者自身が作中に他の命中人物と共に一人称として明ら

さまに登場し， 2人称を使って読者に直接語りかける個所がかなり頻繁に出てくることに

注意、しなければならなL、それは，作者が作者以外の主人公を IfAJとして作中に登場さ

せるやり方とも違うしいわゆる私小説の私が描かれる仕方とも異なるO それは第7章以

外すべての章に見いだされ，それらは多くの場合，或る場面から他の場面への移行のきっ

かけ，強調，言い訳，注釈，感、想.推測等に使われている O 例えば，第 1章の冒頭から前

にもヲIl、fこ 11833年 12月 21日午後4持，ヴォズネセンスキ一通りにはいつものように群

集が押し寄せていた。その中に一人の若い官吏が歩いていたJvこ続いてすぐ、作者はこの「日

91)多くの研究者がこのロマンをりアリステ 4ックな社会的心理小説あるいはその萌芽と見なしてい

るO その主なものを挙げれば， CM.: MHXaIIJIOBa， C. 132.; 6eJIKHHa. c. 548.; Jlep.MOflm08C1CaH 
IJflqu1CJlOneδUH， c. 224.; CJIameB， C. 87. 

92)このような推定は，次のロマンず現代の英雄』の創作への直接移行を容易に説明してくれるものとな

る。本稿 p.12参照。 CM.:φpH.lI.JIeH瓦ep.c. 38. エイへンパウムは必ずしもここで述べているよ
うに，ベチョーリンを中心的テーマと考えていない。すなわち， nrリゴフスカーヤ公爵夫人』におい
てレールモントフは，主人公の設定に関しても，材料そのものの選択に関しでさえも暁らかにゆれ

動いているj と述べている。 6.3HxeH6aYM， Jlep.MOflm08， Onblm ucmOpU1CO-JlUmepamypfloii 
oqefl1Cu， JI.， 1924， C. 146. 

93)前揚拙論， p. 290-292参患。
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時を癒えておき給え，なぜ、なら，この日，この時に事件が起こり，そこからわが男女主人

公たちすべてを捕えたさまざまなできごとの鎖が続いているからであるO 私はこれらので

きごとの物語を子孫に伝えたし、ものだと思ったJ94¥ と読者に対する直接の強調の語りか

け，および作者自身の創作意留の表明が書き込まれているO その抱のものについて上記の

種類別に列挙するならば次の通りであるO

1) 移行のきっかけ。例えば，第 1章で，外から帰宅して「雪のかかった外至を説ぎ，邑

分の書斎に入ったj ベチョーリンについて彼の外貌の描写に移るに当って， rわれわれは
富由に伎について行き，援の外貌を記述することができるJ95)という 1人称のつなぎの文

句を入れているO 又，第3章の初めにおいて，劇場の車寄せの描写に移るに先立って，r尊
敬すべき読者諸君，あなた方は皆『フェニェーラ三を百四もご覧になり，ノヴィツカヤーと

ゴランドに割れるようなアンコーノレをなさった， それ故私は，残りの三場をとび越し

て，アレクサンドリンスキー劇場の幕が下りるのと同じ瞬間に自分の幕を上げよう Oベチョ

ーリンが出吾にあま今関心をもっていなかったこと，放心していて，彼が見まいと心に誓

った興味あるボックスについてさえ忘れてしまったことだけを述べておこうoJ9のと，ここ

でもつなぎの文章を入れているO このような作者自身のことばによるつなぎ方は，ベチョ

ーリン家の晩餐会を扱った章(第6章〉で客間から書斎へ97)又，クラシンスキーの公爵

密訪問を扱った章(第8章〉で，書斎から客間へ紛等の場所の転換の場合のつなぎとして，

あるいは，劇場がはねる場詣で，描写する人物を変えるつなぎとして紛使われている O

2) 強調の例としては，上記の「日時を穏えておき拾えj という読者への作者の亘接の

呼びかけのほか，ベチョーリンの肖像を重点的に描写している個所(第 1章〉で，わざわ

ざ「やかましい読者のために，彼の外貌を若干飾るために， ありったけを什け加える!失

礼，入れるのを忘れていたJI00コと断って， ベチョーリンには 16歳の美しい妹がし、るだけ

で一人息子であったことが強調されている O

3) 言い訳の例としては，思いがけず3年振りで公爵夫人としてのヴェーラの訪問を受

けたベチョーリンが，どんな心境にあったかを措写すべき留所(第1章)で，媛炉で半ば

灰になってしまった名刺を抗の上に置いて，安楽椅子tこ震を下ろしたベチョーザンが両手

で顔をおおっているため， r私〔作者の私〕は表情に魂の信動をきわめて良く読むのであ
るが，正にこの理由でいかんせん彼の考えをあなた方に物語ることはできないJ10I)と仰々

しく一人称で釈明しているのなどが，それであるO その抱，ネグロヴァの肖像を描いてい

る個所(第3章)で， r何となれば，生気を失った容色，やせた足， 筋ばった首， 窮屈な

94) JIepM.， IV， 110. 
95)瓦epM.，IV， 112. 
96)瓦epM.，IV， 123. 
97) r一方われわれはベチョーリンの書斎へ行こうJJIepM寸 IV，151. 
98) rわれわれはややこしい事件に関する彼らの退認な交渉を聞かないで客間にとどまろう」。瓦epM.，
IV， 158. 

99) rところでわれわれは， リザヴェータ・ニコラーヴナ・ネグロヴァに立ち返り， 彼女のあとを追お
うJoJIepM.， IV， 125. 
100)瓦epM.，IV， 112.なお強調の鰐としては， rだが私はあなた方に， これが彼らにとって霊式、日だっ
たことを予告せねばならなL、JoJIepM.， IV， 116; r…一・に私は驚く。しかし諸君に断言する」。
瓦epM.，IV， 163. 

101)瓦epM.，IV， 113. 
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ドレスの赤い縁縫いが昌につくしなびた肩を賞で、るのは誰にも面白くはなし、からJとの口

実のもとに， I私誌記述を続けなL、f923， としているのなどもその顕著な例に加えてよい

であろう。

4) 注釈。作中で作者が 1人称として注釈ないし説明を行なっている例の最たるもの

は，モスクワ時代のベチョーリンとヴェーラの出会いと別れについての措写のあとで，r今
まで，親愛なる読者諸君，諸君は，わが主人公たちの愛があらゆるロマン，あらゆる始ま

ったばかりの愛の一般的規期から出ていないのに気がつかれた。しかしその代り，その後

は，一一おお!諸君は驚嘆すべきことを見聞きするであろう jl03)と，二人の関誌のその後の

展開が従来のロマンとは違ったものになるであろうことを予告している個所である。又，

ベチョーリン家の晩餐会(第6章)での食事中のやりとりののちに，ベチョーリンの妹の

部屋に引きこもったヴェーラの涙について， 作者は告ら読者に呼びかけて， I彼女は何で

1，1山、ていたのだろうか? 語君は問うであろう，私も諸君に問おう。女性は何について泣

かないのであろうか。彼女たちの涙は攻撃の武器であり，防御の武器であるO 口惜しさ，

喜び，弱々しい憎しみ，弱々しい愛は， 彼女たちにあっては同じ表現をもっjl04)と一般的

な注釈が加えられている 195%

5) 作者の感想、ないし推誕の例としては， クラシンスキーの容貌を述べている倍所(第

2章)で. I彼の容だけはあまりにも薄く，頬に造れているいきいきした色合いと較べると

青白く，私〔作者の私〕には好ましいものとは言えなかったjlOめと書き加えているのなど

もその例であるO その抱ベチョーリンからの匿名の手紙を読んで或る種の笛撃を受けてベ

ッドに身を横たえて「静かに泣いていたj ネグロヴァについて， Iもしもあなたに読者〕が

彼女の詑辺に立ったなら，彼女は静かに安らかに眠っていると思ったで、あろう j と推測を

付け加えているのも同じ部である 167%

次は，作者邑身が I人称で語っているわけではないが，一つには社会的背景の一般的な

解説として，一つには作者の一般的な見解の表明として，文学的表現からはやや遠ざかっ

た論文調の叙述が方々に挿入されている。例えば，前者の例としては各菌の風習の達し、ゃ

同じロシアでもベテノレフソレグとモスクワとの違い，同時代の世f-c交代の一般的撞勢などで

あり，後者の，作者の見解表明の例としては，女性観のかなりまとまった論述などが挙げ

られるO

1) 国号IJの特急。アレクサンドリンスキー劇場の「フェニェーラー!の幕開の時， レスト

ラン「フェニックスJで、たまたま仲間の士官たちと談笑していたベチョーリンが，隣に居

合わせた官吏クラシンスキーを痛く傷つけて一間着おこりそうであった詩に， うまくその

悶着を切り技けたベチョーリンのことを措写したあとで次のような各国別のモラルの違い

についての一般論が述べられているO すなわち， I通念の判定は，どこでも誤ったものであ

102)瓦epM.，IV， 126. 
103) JIepM.， IV， 142.;本稿 p.17. 
104)江ep弘、 IV，150.;本毛布 p.22.

105)なお注釈の倒と Lて， Iちなみに述べておこう」。 λepM.，IV. 118; rしかしあなた方自身， レヴェ
リ〈タリンコは戸シアではなく，それ故，彼女のベテノレブルク育ちの傾向がし、かなる変化も受けな

かったことを御存じであるJQJ1epM.， IV， 127. 
10約五epM.，IV， 119. 
107)江epM.，IV， 132.;本稿 p.20
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るが，わが国ではヨーロッパの抱の国とは全く違ったものに基づいている。例えば，イギ

リスでは，破産は拭いがたい不名誉であり，人を自殺に追い込む十分な理由になっているO

ドイツでは放縦ないたず、らをすれば良き社交界の扉は永遠に閉ざされる， (フランスにつ

いては言うまL、。パリだけでも全世界中のものよりもいっそう多くのさまざまな通念があ

るから〉。ところで我が患ではどうだろうか?ー…-名うての収賄者が至るところで快く迎

え入れられている。いやはや!賄賂を取らない人なんていないのではないか，と言って収

賄者は正当化されているO 臆病者がどこでも可愛がられる。なぜ、なら設はおとなしい奴だ

からだO ところが何かスキャンダルに巻きこまれた人間はどうだろう! おお! 伎は金輪

際容赦されなし、。母親たちは言う o IFと、んな人間かわかったものではない2とO そして父

親たちは討け加える。『この恥知らず!………~jl08)

このようなロシアの特色が当時のロシアの後進性と結び付くものか否かはともかくとし

て，その後進性については，次のような解説があるO それは主都とその近くを旅行しただ

けで「ロシアのすみず、みまで知っていると信じこみj，Iロシアは全くヨーロッパの国家で

るる」などと軽卒にも早合点する外交官の間違いとして反語的に述べられている個所に出

てくるものである 1則。アレクサンドリンスキー劇場で「フェニェーラ」の始まる前， オ

ペラ・グラスで客需を眺めながら「社交界をその真の価値で評価していたが故に，社交界

の自分tこ対する無関心に何の侮辱をも感じなかったjll0)ベチョーリンは， その遅れたロシ

ア社交界の評価を布街して次のような解説を行なう O すなわち， I賢い， さまざまな会話

がダ γス〈大夜会はさておき〉の代りをつとめ，おばさんたちの検問を恐れることなく，

度はずれに固い近寄り難い年頃娘に出会うことなどなく，すべてについて話すことができ

る親しい社交界であるならば，一ーそのようなサークルの中では伎は輝くことができ，気

に入られさえしたで、あろう。なぜ、なら，知と魂は表面に現われて，外貌に生命と重さきを添

え，外貌ゎ欠陥を忘れさせるからである。だがこのような社交界はわがロシアには少ない。

ベテノレブノレクでは更に少なし、。それにもかかわらずベテルブ、ノレクを入は全くヨーロッパ的

な都市，よい行儀作法の熟練者などと呼んでいるjl11)。

ちなみに当時のモスクワ大学のロシア的狭盤性が， ドイツの大学との比較で指措・解説

されてもいる。すなわち「後〔ベチョーリン〕は一つのパ γシオンから抱のパンシオ γへ

とうろつき回り，遂には，その賢明なママの意志に従って大学に入ることによって畠らの

遍歴の最後を飾った。……それは，もしもドイツに住んだならば遍歴学生となったかも知

れないほどであった。しかし，……遍歴者となることは，ロシアにおいてどのような可詑

性があるというのか! このようにして，彼の旅行はすべて，彼のような無頼漢の群との，

ベトロフスキー， ソコーリニキ，マリーナの林への会旅行に限られたj1l2)。

2) ベテノレブノレクとモスクワの違し、。もともとこのロマ γの筋が，モスクワを背景とし

ベテノレブノレクを舞台として展開されているところから，当然の成りゆきとして，当時の二

つの都会の特徴の違いが方々で述べられることになるO 先ず，作者の解説とまではいえな

108)且epM.，IV， 120-121. 

109)瓦epM.，IV， 166. 
110)瓦epM.，IV， 117. 
111) JIepM.， IV， 118. 
112) JIepM.， IV， 138-139. 
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いが，或る晩餐会〈第6章〉の霜上で参会者の対話として，しかし比較論の口調でこんな

ことが語られる。すなわち， rモスクワは単なる壮麗な記念物であって， 過去の華やかで
静まりかえった墓で、す。ここに法〔ベテノレブノレク〕生活があります。ここにはわれわれの

希望が……Jl13)というー外交官の首認の賛美論に対して， モスクワから来たばかりの公爵

夫人ヴェーラは「私は，モスクワを愛しています。……ここは〔ベテルブ、ルクコすべてが

こんなに冷たく，こんなに生気がありませんJl14)と応離するo 他の個所を合わせ総合する

と，作者のレーノレモントフはどうやらモスクワびいきであったようであるO それはともか

し首都ベテルブルクについての解説倍所を次に掲げておく O これはベチョーリンがネグ

ロヴァを訪ねたが霞名の手紙のために会うことを拒絶された時の婦途の描写(第4章〉に

押入されている比較的長いー宣言であるO
そら

「別の風土のなかで幼年時代を送ったベテルブノレグの多くの住民たち誌，ここの空の奇

妙な影響に曝されているO わが北の太陽が，ここの恩知らずの大地と，悲しげな無関心を

もって関係を絶つのにも似た，何か，悲しげな無関心が心に忍び込み，すべての生命の器

官を麻揮させるO この瞬間，心は熱狂に適さず，知力は思考に適さないJl15)。さきに，首

都 fベテルブノレクだけが行義作法の熟練者であるj というような言い方もあったが，それ

も実は誰も彼も一律の徴笑のような礼儀の，活気に乏しい都だという意味合いを含んでい

た。すなわち， r首都ではすべてのホーノレが， あらゆる徴笑， あらゆる挨拶同様似ている
のである Jl16)0 

それに対して，モスクワについての解説では，まず大学での教青・思想、の自由について

述べられる。すなわち， rモスグワで教育を受け， 他人の強制なしに自分の考えを発展さ
せることに馴れた若い人々……Jll九次に，公爵邸でのベチョーリンと公爵との対話の場

面〈第4章〉で，モスクワ出身の公爵は「ここの〔ベテノレブ、ルクの〕イギリス・クラブは

モスクワのに比べれば無に等しいJ1l8)と象徴的に語っている O それらをしめくくるかのよ

うに，他の階層の人間を招く時の社交界の風曹の違いまでが克拐に解説されるO それは，

下級官吏クラシンスキーをリゴフスコーイ公爵がじかに客間に招じ入れた場面〈第 8章)

に関する解説であるO すなわち， rもしも公爵がベテルブ、ノレクの住民であったならば， 後
〔クラシンスキー〕のために 500ループリで午餐会を寵したで、あろう。もしも設を必要と

したならば，さまざまな種類の客たちの間でもまれるように，自分の所の舞踏会或いは騒

がしい大夜会に彼を招くことさえしたで、あろう。しかしこの世界では，局外者を，いかに

しても上流サークルに属さないものを議式ばらずに吉分の客間に決して通すことはなかっ

た。しかし公爵はモスクワで育った。モスクワはこのような客妻子きな老婆なので為るJl19)。

3) 時代の変化。それは，時代の落し子であるような新しいタイプの青年ベチョーリン

によって翻弄された年上の女性ネグロヴァ壌の父窺の感想として，国らずも詰示される。

113) JIepM.， IV， 145. 
114)瓦epM.，IV， 145. 
115)瓦epM.，IV， 133. 
116) JIepM.， IV， 134. 
117)λe予M.，IV， 140. 
118)瓦epM.，IV， 138. 
119)λepM.， IV， 160. 
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すなわち， r一一ほら，例えば，ベチョーリンだが……わしにも， またカーチェニカ (伎
の妻)にも取入ろうとする人間ではなし、。いや，わしらを見ょうともしなし、! わしらの

時代にはよくあったことだが，つまり若者は惚れ込むとその両親，全縁者を喜ぽせようと

努める。……娘と隅に怒れてささやき合い，ウインクするということはない。……それが

今はどうだ。見るのも託、ずかししぺ……娘たちもまた変ってしまった!……彼女の両親は古

い時代と新しい時代に属していたJ120)0 

新らしい青年のタイプの出現については，ベチョーリン家の晩餐会に際して，これまた

国らずも友人の士官ブラニツキイがやって来た場面(第6章〉で挿入的に解説されるが，

これについては後述する 121)。

ベチョーリンは自の羽飾りと赤い肩章の士宮であったが，当時の社会における士宮層の

変り様については，次のように解説される O すなわち，アレクサンドリンスキー劇場のレ

ストラン「フェニックスj の昇降口の描写の倍所〈第2章)で r以前にはそこで黒や白
の羽飾りが見え隠れしたものだったが，今では羽飾りなしの三角帽が行義よくぶらついて

いる。人間の運命の大変動の大きな例であるJ122)0このようにして r……肩章や絢錆りに
思わず患いこがれたモスクワの美女たち……わが時代にこの輝やかしい看板がそれ以前の

意味を失ったことに気づきもせずにJ1230

4) 女性観。女性についての作者〈レー/レモントフ〉の考えは箆言のような形で方々に

色められている。例えば， r舞踏会の女性は，岳らのカピネートにいる女性とは全く遣う。
女性と一度だけマズルカを腐って，彼女の精神と知力について判断することは，ジャーナ

リストのー篇の詩文を読んでそのジャーナリストの意見と惑情について判断するのと同じ

ことで怠る J124)0 r悪い装いをした婦人は普通はるかに愛想よく，より寛大である J125)0 r女
性は，昌的を達成する持らかの可能性があらわれる時，そのような期待を，また目的が達

成される時，そのような満足を決して拒みはしなL、J12号、女性は r17歳が氷点でるる O こ

の 17歳は， ゴムひものように好きなだけ伸びるのであるJ127)等々 O 更に興味深いのは，

ネグロヴァ嬢など女性を描写する擦に下地になっている次のような女性類型の見方であ

る。すなわち， Iリザヴェータ・ニコラーヴナ〔ネグロヴァ〕は悪くなく，非常に輿味があ

る。青白さとやせば興味がある。なぜなら，フランス女詮は青白く，イギス女性はやせてい

るから……青白さと同詩にやせという魅力は婦人の想復の中にのみ存在する J128)O

以上，解説ないし意見表明を主だった4項目に分けて見てきたが，これらの位にも時代

の薪らしい黒浴としての「ブルジョア風Jへの言及12g〉， お雇い外国人家庭教師の国別の

120)刀epM.，IV， 125. 
121)本積 p.29.
122)瓦epM.，IV， 119. 
123)江epM.，IV， 139. 
124) 瓦e手紙， IV， 167. 

125)瓦ep弘， IV， 167. 
126) JIepM.， IV， 168. 
127)瓦epM.，IV， 127. 
128) JIepM.， IV， 127. 
129) CM.: JIepM.， IV， 169. 
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評価130) 当時官吏のおかれていた諸条件の指橋13ベ社交界内部の風俗の概観132) 更には

地馬の名前のつけ方， 呼び方に関する注釈133)Vこ至るまで，大小さまざまな説明の補足が

ある。これらには，前述のように，文学的観点を離れて極めて興味深い社会史的材料が見

いだされよう O

しかし最後に，時代の生み出した新しい主人公としての，このロマンの主人公ベチョー

リンの文学的形象化ないし性格描写に的を絞って特に言及しておかなければ、ならない。と

いうのは，さきにも指摘しておいたように，先述の新しい芸街的工夫にもかかわらず，ベ

チョーリンの性格づげに当たっても，ややもすると作者の一一一人称による一一捨象的な

解説に陥っている個所が多々見いだされるからである。

ベチョーワンは，お気に入りの絵を「ラーラの肖像!と名付けていよこことによって.彼

が時代のノミイロン主義者であったことが冒頭から暗示されている 134九また妹ヴァルヴ/

ーラとの対話を通しでも，彼が貴婦人相手の社交界に退屈しそれよりも!?カ冶な眠りを欲

する，時代の若者であることが示されている 135九そしてネグロヴァとの関孫の搭写によっ

ても，彼が，女性への愛情によって慰めと設いを求め得る人で、あるどころか，社交に楽し

みをおぼえる人でもなく，ただ悪によって名を成そうとする悪麓的な人物であったことが

示されている 13の。しかしながらこれらは現して.やや抽象的・観念的な対話や作者邑身

の解説に寄り掛かり過ぎているっすなわち，ベチョーリンの形象化にあたって， レーノレモ

ントフは作者として直接に「佐紀の精神j13ηとして彼の本質を説明してしまうのである。

そして，その「世紀の精神jがし、かなるものであったかについても， f乍者は自身一人-称と

して作中に登場し次のような解説を施す。すなわち，作者は，友人の士官ブラニツキーと

の会話の場面(第6章)に自身登場して次のように述べる。「絞らの続く会話を私は伝え

なL、。なぜならその会話は何もなすことのないあらゆる若者たちの会話のようにとちとめ

のない，空車なものであったからo 言ってくれ給え，実際に若者ーたちは何について話すこ

とができるだろうか? ニュースの貯えはすぐに尽きるO 患、恵、が政治に向かうことを妨げ

るO 勤務については勤め先であまりにも多く論じられている O 野蛮な現代に婦人たちは，

以前の普遍的な自己の影響力を半分だけ失ったっ惚れ込むことはもはや恥ずかしく思われ

るO これについて語ることは活詰だJ138)0 

このようにレールモントフは，このロマン『リゴフスカーヤ公爵夫人』においては， 主

人公ベチョーリンの芸術的形象化，あるいは創作の工夫によって未知の新しい時代の息子

を発見してゆくことにうまく成功することができなかったっその不成功の意、議が次のロマ

ン『現代の英雄Jの創作に伎を駆り立てたのかも知れないっそれはともかく，本稿で最後

に注意しておきたいことは，その時すでに時代の主人公ベチョーリンのイメージは，超裕・

130) CM.:λepM. IV， 127. 
131) CM.: JlepM.， IV， 165‘ 
132) CM.: 瓦epM.，1九七 132-124， 144. 

133) CM.: JIepM.， IV， 111.本石:jp. 1:3参照っ
134)λepM.， IV， 115.本稿 p.19参荊o
135) CM.: JlepM.， IV， 114， 118. 
136) CM.: Jle予M.，IV， 129. 
137)瓦epM吋 IV，112. 
138)瓦epM.，IV， 143. 
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出 かず子

反逆の冷笑的存在，そうした意味での単なる余計者ではなくして，すでに明らさまな譲耕

や反理性を抑えた，そういった意味で、の余計者になっていたことである。すなわち，社交

場揮において気の利し、た調講jを吐けば，それがすぐ知の僑いのために人から人へ措用・転

用されて流行することをペチョーワンは畏によく知っていた。「彼の辛競な批評は忽ちの

うちにホーノレに，それから請に流れるのだった。で，ある時，彼はマズルカの輪の中で或

る背の高い外交官とさる公爵令嬢との会話を立ち聞きした。外交官はベチョーリ γの警句

をまるで自分のもののように話していた。……この瞬間から彼はより多く踊るようにな

り，知的に話すことは稀になったJ139らまた情熱のパイロン主義者ベチョーリンは， もは

や一転してノミイロンのパロディとも呑すべき合理の人として振舞いさえし始めている。す

なわち， I私は今， 吉分のことばを選びはじめ， 勉人の尺度に従って行為を計算するよう

になりました。私が感清や想象に熱中していた時，人々は私を暢笑し，私の純真さを利用

しました。……今や私はアルコール製造工場と 3，000人の農奴のために，馬車の扉につい

た何らかの伯爵の紋章のために，最も純粋で最も軽やかな愛を名誉にかけて犠牲にする覚

悟があります!jω〉。従って， 今後書かれるべき現代の主人公ベチョーりンは，このロマ

ンの試存を通じて，もはやパイロンのパロディ化以外のものではあり得なくなっていたの

である 14130

{KHSIr剖兄 JIHfoBcKa匁>JIepMoHTOBa: 
AHaJIH3 TBOp可eCKHX np況をMOB

Ka}.(3yKo I1}.(3 

HaCTO兄w.a冗 CTaTb5J克郎兄eTC冗 COCTaBHO詰 qaCTbIOHCCJIe)(OB皆都民孤立pa回 e語mroHa 

H3y可eHlreBJIs毘磁完 JIepMOHTOBaHa HOByIO pyCCKyIO JIsTepaTypy， B qaCTHOCTs， Ha 06JIaCTs 

JIHTepaTypHoro 5J3bIKa， I1CHXOJIOroqeCKOrO peaJIH3Ma o TBOp聡 CKO註Te部IHKHrrp03hI. 

3Ta CTaTb5J nOCB5Jw.eHa He3aBeprneHHoMy pOMaHy JIe予MOHTOBa依田rHH兄ゐrOBCKa兄λ

笠間完治山eMyC5JI1epeXO.llHhIM OT poMaHTJ{qeCKOrO pOMaHa (Ba.llsM) K peaJIllC羽田CKOMy

pOMaHy (repo註 HarneroBpeMeHH). 

B 3TO員 CTaTbeoc060e BHsMaHHe y，瓦eJ羽 eTC5JMaTepsaJIaM， BhI60py TeMhI， COqeTaHHぬ

CIO)KeTOB， 06予a3都民詰CTByぬ山sX JIsl( H Tι，組制沼3Hpy回 TC5J TBOp可eCKHe 昭氏MhI

pOM舘 a H rro且po6HOHCαe.llYぉTC兄 TPHHOBhIX TBO戸ecKHXcpe江町sa:BO n匂Bb医， I10Ka3 

139) JIepM.， IV， 118. 
140)江epMづ IV，146. 
141)後に書かれた『現代の英雄』においては， 次のようなノミイロンのパロディ住が見られる。 すなわ

ち， i彼仁グルシニーツキー〕の目的は小説の主人公になることであるJ.r披がカフカースへやっ
て来たのも彼のロマンテ fツクな狂信の結果であるJ，I悲劇好みのマントを脱ぎすてた時に法，グ
ルジューツキーはかなり愛すべき，面白い男で為るJ.i君〔ベチョーリンユは美人のことを，まる
でイギリス馬のことのように話すねム瓦epM.，IV， 238-240. 
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レーノレモ γ トプ Eリゴブスカーヤ会爵夫人』致

CBe1'CKoro 06w.eC1'Ba B ero COl1，HaJIbHOM pa3pe3e， B CB完3HC COIJ.HaJIbHbIMH HC1'Op珂可ec-
お倒H C06bI1'I硯MH; BO B1'OpbIX， 06pHCOBKa pa3Bll1'llH O1'HOmeHHH JIllIJ. B 06w.eCTBe， He 
山 a6JIOHHOeOTIllCaHlle BHy1'peHHorO oKpy2KeHJ拐 CBe1'CKoro06meC1'Ba; B 1'pe1'bHX， C1'peM-

JIeHl:le rrOKa3a xa予aKTe予a B 1'aKllX 瓦e1'aJI兄X，K8K Bblpa2KeHlle rJIa3， 2KeC1'bI qeJIOBeKa， 

rOJIOC， MaHep8瓦ep2Ka1'bC兄， He ma6JIOHHOe Bblpa2KeHlle JIIID，. 

AHaJI1l311py冗1'BOp可eCl但e nplleMbI .ITepMoH1'OB8， aB1'Op rrpll田吾λKCJIe瓦y!Ow.eMy B民 P

BO瓦y. (1) ~I{jiHr問先瓦HrOBCKaH} - pOMaH， rrpHHa，llJIe2Ka出凶 K CBe1'CKO員 rrOBeC1'H，

K01'opaH C1'aHOBHJI8Cb rocロO，llC1'Byぬ民間抵aHpOMB 31'0 BpeM兄 (2).ITepMoH1'oB I1bI1'8e1'C5守

口peo瓦OJIe1'b rocno瓦C1'By回出凶 pOMaHTHqeCK紅白 W1'aMTIOB8HHbl詰 npHeM1'peM冗 BblweyKa3a-

HHbIMH 1'BOpqecKMMH Cpe，llC1'BaMH. (3) CJIは OBa1'eJIbHO，31'01' pOMaH - nepBaH ITOnbI1'K8 

COl1，HaJIbHO・ITCHXOJIorllqeCKOrOpOMaHa napO，llllpOBaHHeM pOMaH1'llqeCKOH CBe1'CKOH nOBeC1'H. 

DOITbI1'Ka TBOpqeCKO員HHll[~HaTHBbI .ITepMoH1'OBa B S1'OM pOMaHe ew.e He3aBeprneH8. 
To  eC1'b He3aBep回 eHaB CMbICJIe HeCOBMeC1'HMOC1'H HOBOrO repo兄 BpeMeHH DeqOpHHa 

co CUeHO詰 CBeTCKoro06出eC1'BaH B CMbICJIe 1'py，llHOC'l沼 CO可e1加区先立ByXC!02KeTOB: JIぬ，

6朗読 COl1，H8JIbHOrO KOH中Z班{1'a.

P83'bHCHeHlle He38Beprne諸 IOCTll 31'oro pOMaHa HaBO丘町 Ha MbICJIb 0 TOM， KaK 

npe.n.rrp:脳 e1'C兄口OITbITK8 .ITepMoHToBbIM 3aBeprnHTb ero rrOCJIe瓦HH員poMaH{fepo詰H8wero

BpeMeHH}. 

- 31-


